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例　　言

１  本書は，京都市山科区西野山階町に所在する山科本願寺跡で実施した発掘調査の報告書であ

る。調査は山科本願寺の範囲内容確認を目的とし，国庫補助事業として実施した。

２  本書は，平成30年〜令和3年度にかけて実施した23・24・25・27次の４次にわたる調査成

果を報告するものである。なお，平成30年〜令和２年度の調査概要については，既に各年度

の『京都市内遺跡発掘調査報告』で報告しており，本書はその報告内容に基づくものの，一部

見解を修正した箇所もある。過去の報告内容と今回の記載が異なる場合，本書の内容をもって

令和４年3月31日時点における最新の見解とする。

３  一連の調査は，京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課が主体として実施し，公益

財団法人京都市埋蔵文化財研究所の支援を受けた。

４  本書に掲載した写真の撮影は，公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託し，遺構・遺物の

一部は調査担当者が行った。

５  本書で使用した遺物の名称及び形式・型式，段階は，一部を除き，平尾政幸「土師器再考」『洛

史　研究紀要』第12号，公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所，2019 に準拠する。

６  本書で使用した土色名は農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』2016

年度版に準じる。

７  本書中で使用した方位及び座標の数値は，世界測地系　平面直角座標系Ⅵによる（ただし，単

位（ｍ）を省略した）。また，標高はT.P.（東京湾平均海面高度）による。なお，調査における

基準点の設置は，公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託した。

８  本調査の出土遺物，調査図面，写真ほか調査に係る記録は京都市文化市民局文化芸術都市推進

室文化財保護課が保管している。

９  本書で使用した地図は，本市都市計画局発行の都市計画基本図（縮尺1/2,500）「山科」「安祥

寺」を調整したものである。

10  本書は京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課　馬瀬智光，奥井智子が執筆・編

集し，全体の調整を奥井が行った。執筆分担は目次に記した。なお表紙には，「山科古図」（京

都府立洛東高等学校蔵）を使用している。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14
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Ⅰ．はじめに

本報告書は，京都市科区西野山階町に所在する山科本願寺跡において，平成30年度から令和3 

年度まで４年にわたり実施してきた発掘調査（23〜25・27次調査）の総括報告書である。

山科本願寺は文明 10年（1478）に浄土真宗中興の祖である蓮如上人により造営が開始された

寺院である。本願寺の主要堂舎のある「御本寺」，法主の家族や坊官達の屋敷のある「内寺内」，

寺に関わる職人や商人などの町衆の居住区である「外寺内」と呼ばれる寺内町が存在し，その周

囲には区画や防御機能を持った土塁や堀を巡らしていたことが文献や絵図などから明らかになっ

ている。現在でも山科中央公園内には「内寺内」と「外寺内」を区画する土塁の一部が遺存して

おり，平成 14年（2002）に「山科本願寺南殿跡附山科本願寺土塁跡」として国史跡に指定され

ている（図１）。

京都市では平成 22年度から 26年度にかけて，阿弥陀堂や御影堂などの主要堂舎が想定される

「御本寺」内で重点的に範囲確認調査を行い，山科本願寺に伴う建物や柵，溝，井戸，園池，石風

呂，焼土，整地土，さらに山科本願寺造営以前に遡る可能性のある堀を確認し，また現存する土

塁の調査も行い，構築の状況を明らかにした。これらの調査成果を基に，平成 28年（2016）に

史跡に追加指定され，また「史跡山科本願寺跡及び山科本願寺南殿跡」と名称変更した。なお追

加指定範囲ついては，令和 3年（2021）3 月に，史跡山科本願寺跡公園として仮整備を行った。

このように，御本寺内の様相が明らかになりつつあるが，主要堂舎などの特定には至っていない。

このため，京都市では「御本寺」内での範囲

確認調査などを継続して行い，山科本願寺の

主要部の様相解明及び保護に取り組んでい

る。今回報告する調査は，「御本寺」の北西部

にあたり，史跡指定地の北側に位置し，平成

22 年度から平成 26 年度にかけて行われた山

科本願寺の中核となる御本寺内の調査（16〜

21 次調査）と同様に，御本寺北西部の様相把

握を目的とした調査である。いずれの調査地

も民有地であることから，所有者との協議を

行い，調査条件の整った場所から，順次調査

した。16 〜 21 次調査では，御本寺内でも宗

主一族の居住施設や寺の実務施設で，一般門

徒には広く解放されない空間であると考えら

れる遺構配置が確認できたことを受け，御影

堂や阿弥陀堂などの公的空間が，これら私的

御本寺

国史跡指定土塁

内寺内
外寺内

０ 100ｍ

23

24

2

27 平成29年度から
令和３年度範囲
平成30年度から
令和３年度範囲

平成22年度から
平成26年度範囲
平成22年度から
平成26年度範囲

図１　調査地配置図（１：8,000）
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な空間（宗主空間）の東側に展開していると想定された（図２）。この想定を受け，平成 30年度

から，現状把握している宗主空間の北側の土地利用や御影堂の確認を主目的とする調査を行った。

この範囲には，「景観重要建造物」（100 選）に指定及び「京都を彩る建物や庭園」に選定（㈹１
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図２　各調査地と近隣調査（１：1,200）
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-047 号）されている奥田家住宅が現存している。特に奥田家の敷地は北辺と西辺を土塁に囲まれ

ており，建物の主部の建築年代は元禄 15年（1702）とされている。現存する土塁を取り込んだ

主庭園と茅葺の主屋をはじめ上ノ蔵，下ノ蔵，正面には土塀を巡らせた重厚な長屋門を備えた造

りになっている。山科本願寺を囲む土塁は，近代の開発によりその姿を消してきたが，奥田家の

敷地内では代々，継続的に管理されていたことから破壊を免れ，その姿を良好に留めている。こ

の現存する御本寺北西部の屈曲部の土塁の現況及び構造の把握も調査目的の一つである。

23次調査では，宗主空間の北側の土地利用及び土塁の構造把握を目的とした。調査区は駐車場

図３　23次　調査前全景（南から） 図４　23次　調査地と土塁の関係（南東から）

図５　23次　調査風景（南西から） 図６　23次　埋め戻し風景（北東から）

図７　23次　埋め戻し風景（南西から） 図８　23次　土塁調査風景（南西から）
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図９　24次　重機掘削風景（南西から）

図11　24次　測量風景（東から）

図10　24次　埋め戻し風景（北から）

図12　24次　写真撮影風景（北西から）

図13　25次　調査前全景（南から） 図14　25次　重機掘削風景（東から）
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図15　25次　調査風景（南東から） 図16　25次　写真撮影風景（東から）

図17　25次　測量風景（南から） 図18　25次　埋め戻し風景（北東から）

図19　27次　調査前全景（南東から） 図20　27次　重機掘削風景（南から）

図21　27次　調査風景（南西から） 図22　27次　調査風景（北東から）
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図23　27次　調査風景（南西から） 図24　27次　測量風景（南西から）

図25　27次　ボランティア受入風景（北西から） 図26　27次　ボランティア受入風景（南西から）

図27　27次　ボランティア受入風景（南から） 図28　27次　大学集中講義風景（北東から）

図29　27次　埋め戻し風景（南から） 図30　27次　復旧完了風景（南東から）
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部分と土塁部分に分かれる（図２）。調査の結果，駐車場部分では山科本願寺期の柵列や土坑のほ

か，山科本願寺造営以前に遡る可能性のある遺構を確認した。土塁部分では地形測量と断面観察を

行い，土塁の現状記録と構築方法を確認した。また土塁の構築土の上位層からは山科本願寺期でも

後半の遺物を確認している。

24次調査では，23次調査に引き続き土塁の様相を明らかにするため，土塁北側の裾及び外濠南

肩の調査を行った（図２）。なお，同調査地北隣接地で行われた試掘調査成果（表４-２，-３）を検

討し，土塁及外堀の規模を明らかにすることができた。また既存調査成果も踏まえ，国道一号線よ

り北側の御本寺西側の御本寺と外寺内が接する土塁の状況を把握することができた。

25次調査は，現在の御影堂想定範囲（図２）の東辺中央部に調査区を設定した。この想定範囲

内での発掘調査は今回が初の事例となる。しかし御影堂と考えられるような建物に関わる明確な

痕跡は確認できず，山科本願寺期の整地土や土坑，井戸などを確認した。

27次調査は，25次調査に引き続き御影堂想定範囲（図２）の調査を行った。今回は御影堂南辺

中央部に調査区を設定した。江戸時代から近代の土坑群を確認したのみで，御影堂と考えられるよ

うな建物に関わる明確な痕跡や山科本願寺に関わる遺構は確認することはできなかった。

今回報告する一連の調査次数（当課の調査番号）・調査地・調査期間・調査面積は下記の通りで

ある。

23次調査（18A007）：山科区西野山階町 37-2，37- ６地内　2018 年 12 月 3日〜 27日　　　　717 ㎡

※（71㎡＋土塁部分地形測量 646 ㎡）

24次調査（19A008）：山科区西野山階町 36-2，38-1，51　 2019 年 12 月 9日〜 19日　　　　　30㎡

25次調査（20A001）：山科区西野山階町 44　　　　　　　  2020 年  6 月１日〜 30日　　　　　 64 ㎡

27 次調査（21A007）：山科区西野山階町 44　　　　　　　  2021 年  8 月 30 日〜９月 29日　　  56 ㎡

近隣住民向けの説明会や一般向けの現地説明会については，調査地が狭小で安全対策がとれな

い，天候不順や新型コロナウイルス感染拡大予防などの要因から過去３年間，開催することがで

きなかった。このため各調査期間中は，調査速報を現場事務所や現場の安全対策用フェンスなど

に掲示した。また随時，現地で遺構の説明や出土遺物に触れてもらう機会を個別に設けた。この他，

自治会主催の集まりなどに出向き，スライドを用いて報告するなど，周知に努めた。令和３年度

は新型コロナウイルス感染拡大防止措置を取りながら，インターンシップ２名の受け入れや大学

集中講義の学外授業の受け入れなども行った。

整理作業は当該年度ごとに行い，当該年度及び次年度の『京都市内遺跡発掘調査報告』にその

概要を掲載している。今回の総括報告書を作製するにあたり，23〜 25次調査を主目的ごとに区

分し報告した。結果，遺構名などに特段の混乱は認められないため，遺跡番号，遺構種別表記な

どの再付与は行わないこととした。御影堂想定範囲である 25次調査，27次調査の遺物報告時に
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は混乱を避けるため，次数＋遺構名を付与した。遺物の報告番号については，既存報告を踏襲せ

ずに，振りなおした。23〜 25次調査までの既報告内容は以下の報告書を参照されたい。なお，

27次調査については，令和３年度に調査を実施したため，本報告以外の報告はない。

23次調査：「山科本願寺跡（23次）」『京都市内遺跡発掘調査報告令和元年度』京都市文化市民局，　

　　　　　2020。

24 次調査：「山科本願寺跡（24・25次）」『京都市内遺跡発掘調査報告令和２年度』京都市文化

　　　　　市民局，2021。

25 次調査：「山科本願寺跡（24・25次）」『京都市内遺跡発掘調査報告令和２年度』京都市文化

　　　　　市民局，2021。

現地調査および整理作業に際しては多くの方々から御指導・御教示，ご協力をいただいた。記

して深謝申し上げます。

一瀬和夫（京都橘大学），伊藤淳史（京都大学），大谷大学博物館，奥田高文，奥田富士子，奥

田真知子，京都府立洛東高等学校，光照寺，千葉　豊（京都大学），辻　康男（株式会社パレオ・

ラボ），中嶋惠二（西野学区自治連合会長），西村佳子，平尾政幸（関西文化財調査会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略，五十音順）
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Ⅱ．遺　跡

１．地理的環境

調査地は京都府京都市山科区西野山階町に所在する。山科区は京都市の東南部にあたり，京都

盆地とは東山山系を挟んで東側に位置する山科盆地の主要部を占める。山科盆地は西側を東山・桃

山丘陵，北側を比叡山南部の如意ヶ獄，東側を醍醐山地に囲まれ，南側に開いた地形である。盆

地内には，北東部から中央に向かって，音羽川，四ノ宮川，安祥寺川が流れ，複合扇状地が形成

されている。これらすべての河川が盆地南部で合流した後，山科川として南下する。盆地西側に

ある旧安祥寺川の流域や山科川の両岸一帯は極めて低湿な平野が広がっており，北東部が高く南

が低い，高低差のある盆地であり，山科盆地は京都盆地を縮小したかのような構造であるといえる。

調査地は，山科盆地の中央部やや西寄りに位置し，四ノ宮川，音羽川，安祥寺川などにより形

成された扇状地の南西端にあたる。北側には京と東国を結ぶ旧東海道（現三条通）があり，また

東海道から分岐する奈良街道や渋谷街道が通る交通の要衝であった。遺跡の東を限る山科川は醍

醐，六地蔵を経て，宇治川と合流する。そして，宇治川・木津川・

桂川は合流し，淀川となり，大阪湾にまで通じ，水運の面から

も利便性の高い立地であるといえる。
100㎞０

10㎞０

調査地

1/300000
０ 1㎞

調査地

1/2500000

図32　山科盆地地形図及び調査地位置図（１：５,000）
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四ノ宮川四ノ宮川

調査地調査地

図31　調査地位置図
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２．歴史的環境

山科本願寺造営前

山科盆地には，山科本願寺成立以前にも数多くの遺跡が確認されている。古くは，盆地南側の

山科川と旧安祥寺川に挟まれた中臣遺跡で旧石器時代に遡るナイフ形石器や石核，剥片，縄文時

代早期の押型文土器が確認されているが，その密度は希薄である。縄文時代晩期になると，掘立

柱建物や土器棺墓が確認でき，晩期の土器棺墓と弥生時代前期の土器も確認される。また盆地北

側に位置する安朱遺跡でも土器棺墓を確認することができる。

弥生時代中期には中臣遺跡で方形周溝墓がつくられるようになり，後期から古墳時代初頭にか

けて遺跡の規模が拡大し，多数の竪穴建物や土器が確認されている。また中臣遺跡の北側，山科

本願寺跡の南側に重複する左義長町遺跡でも弥生時代末から古墳時代初頭にかけての竪穴建物や

土坑が確認されている。古墳時代前期から中期にかけては遺跡の存在が希薄であるが，古墳時代

後期から飛鳥時代にかけては再び中臣遺跡で竪穴建物の数が増加する。中期後半には中臣遺跡で

木棺直葬の方墳が築造され，その後，後期には盆地西側に位置する東山丘陵やその山裾に稲荷山

古墳や中鳥井古墳，旧安祥寺川と山科川にはさまれた段丘の南西斜面地に中臣十三塚や宮道古墓

（宮道朝臣列子墓）などの群集墳が築かれ，盆地東側の山裾にも大宅古墳，向山古墳，醍醐古墳群

などの群集墳が築かれている。山科盆地内では，これまで中臣遺跡を代表するように，生活の場

として山科川右岸での土地利用が活発に行われ，古墳時代後期には山裾に墓域が形成され始めた

ことがわかる。７世紀半ばには山科という名称は「山科野」などとして史料にみられ，遊猟の地

として示されており，まだまだ未開発地が多かったことがうかがえる。奈良時代には奈良街道に

沿うように遺跡が形成され，大塚遺跡では集落，大宅廃寺では金堂や講堂が確認される。

平安時代になると東海道や東山道の要所となり，安祥寺下寺，勧修寺，随心院，醍醐寺などの

寺院が次々に造営されるほか，中臣遺跡では引き続き集落が形成される。特に寛平８年（896）

に没した藤原胤子を追悼して建立された勧修寺は，山科盆地内に多くの寺領を有する大寺院とな

り，延喜５年（905）には定額寺となっている。平安時代末期に後白河法皇が山科新御所を営ん

だことを契機に，荘園支配の本所は院となった。鎌倉時代には，冷泉教成（後の山科家）に伝領

され，山科小野庄となっている。これを理由に，山科家は山科一帯の領主的な立場を主張するも

のの，南北朝期には醍醐寺三宝院が荘園内の一部の地頭職を得ている。ただ，山科の地は，「山科

七郷」と呼ばれる農民集団が自治する土地である。その生活は，農耕が主であるが，「京」近郊で

ある立地を生かし，特産物をはじめとする商業も発達し，これにより農民が力を蓄えることが可

能となり，郷が成立したと推測できる。明確な時期は不明であるが，14世紀中頃の「園城寺文書」

には「山科七郷」という名前を確認することができ，この頃には既に「郷」が確立していたこと

がわかる。一般的な農民として耕作に従事するとともに，領主であった山科家が朝廷と密接な関

係であったことから，朝廷警護にも従事していた武装農民でもあったとされる。この山科七郷に

関わる遺跡範囲は現集落と重複していると想定できるため，発掘調査などの考古学的成果に乏し
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表１　山科本願寺関連年表１
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く，鎌倉時代以降の様相は明らかでない。この他，鎌倉時代は中臣遺跡や安朱遺跡で小規模な集

落が確認できる程度である。また室町時代に入ると，文献上で確認される四手井城跡が存在する。

山科本願寺期

山科本願寺は，文明 10年（1478）に浄土真宗中興の祖・蓮如上人によって造営が開始された

寺院である。蓮如は文明 7年（1475）に越前国吉崎御坊から若狭国小浜，丹波，摂津をへて，河

内国出口に移り，その後文明 10年（1478）正月に河内国出口を去り，山城国山科郷の野村に移

り住んだ後，山科本願寺造営に着手したとされる。山科七郷の一つである野村の地を本願寺に提

供したのは，上層農民であった海老名五郎左衛門（法名は浄乗）であるとされ，同氏は，現在の

西宗寺も建立したとされている。ただ，本願寺造営の選地に関しては，金森善従（道西）が野村

の方角をさして，この方向に「仏法が開ける」と予言したという逸話が残っているものの，明ら

かではない。

造営に関しては，文明 10年（1478），和泉国堺にあった坊舎の材木を取り寄せ，廐を建設した

のが最初とされる。翌 11年（1479）に堺の古い坊舎の材木を取り寄せ寝殿を造り始め，築地な

ども造っている。文明 12年（1480）には門徒から寄進された大和国吉野の材木を使用し，「御影

堂」の棟上，翌 13年（1481）には「阿弥陀堂」の棟上が行われ，文明 15年（1483）までに「向

所」「寝殿」などを含めた主要堂舎が揃ったと考えられる。御影堂が完成する直前の八月には天皇

から香箱が寄進され（『御湯殿上日記』），さらに将軍足利義尚の母である日野富子が本願寺に参詣

するなど，山科本願寺は内外に周知されていた１）。主要堂舎のある「御本寺」を中心に，有力末寺

の坊舎が置かれた「内寺内」，門徒の居住区などがある「外寺内」が広がる３つの郭からなる寺内

町が形成され，それぞれの郭を土塁と濠で囲み，要所には「折れ」を設け，自然河川を利用して

防御施設とした環濠城塞都市の一面をもつ。その範囲は南北約１km，東西約 0.8kmにもおよぶ。

大 ５年 1525) す。 ， なる。

文元年 1532

８ 24 法 な の に り焼 。 山 本 寺 落

２年 1533) ，石山 を本寺 る。本 寺大 へ 。

５年 1536)

７ 文法 の 。

元 元年 1570 の石山 。

８年 1580) 本 寺 ， 和 。石山本 寺 。

の ， ・和 ・大 を り す。

14年 1586) の を て山 に寺 を回 する。

19年 1591) 本 寺，京都 （現 本 寺）へ 。

７年 1602) 本 寺 立。 の き 本 寺 なる。

保年 1716 1736 本 寺 山 を 立。

（ 「都市 の の 寺 」 立 民 物 研究報告 ８ 1985年を一 ）

17年 1520) 本 寺の さ る。

山 を ， で さ る。

大工 ，山 立の 出 して 。

12年 1543) ， 。

３

表２　山科本願寺関連年表２
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また延徳元年（1489）には，山科本願寺から東へ約１kmの場所に蓮如の隠居所である山科本願

寺南殿も造営された。蓮如は明応 8年（1499）に南殿で没している。京が応仁・文明の乱で荒廃し，

まだ混乱が残るなかにも関わらず，『二水記』によると「富貴の栄うるを誇り，もっとも寺中広大

無辺，荘厳ただ仏国のごとし」と記されるほど大いに繁栄していたことがわかる２）。しかし，天文

元年（1532），細川晴元率いる法華宗徒，管領細川晴元の配下の近江守護職六角定頼などの連合

軍による攻撃により，一夜にして焼亡した。その様子は，『経厚法印日記』に「寺中寺外一家もの

こさず消失しおわんぬ」と記されている。

山科本願寺焼亡後

その後，石山本願寺へ教団の主体が移るものの，領主である三宝院に土地税を納め，山科へ戻

るため人を派遣するなどし，回復を試みている。天正 14 年（1586）には，20 石とわずかでは

ある３）が豊臣秀吉の命により山科に寺領を回復するものの，本願寺が山科に戻ることはなかった。

天正 18 年（1590）には山科郷のおよそ半分とみられる地域が豊臣秀吉の直轄領とされている。

慶長６年（1601）には徳川家康により山科が禁裏御料地になるものの，秀吉に与えられた 20石

は引き続き本願寺領として認められていたが，慶安３年（1650）にはその場所が把握できないほ

ど，管理が不十分な状況であった４）。江戸時代の様子をうかがい知る資料は少なく，農村であった

と考えられる。しかし慶長３年（1598）に秀吉が亡くなった後の五奉行連署状に「鉄砲目あて放

事，・・・山科本願寺古屋敷にて・・・」とあり，鉄砲射撃の場として利用されていたことが窺える。

また元治元年（1864）年頃に幕末の政情不安から，禁裏御守衛総督の一橋慶喜は京都周辺の練兵

訓練を計画した際，操練場として検分と調査の対象としたこと５）などから，山科本願寺の中心部

とその他では利用状況が異なる可能性があるものの，廃絶後から幕末までこの土地が，中央政権

下に置かれていたことには変わりない。

明治改元後の明治２年（1869）に，山科本願寺跡地の開墾が始まる。明治 28年（1895）頃か

ら山科地域には中規模工場が建ち始め，大正６年（1917）にはネジ製造の山科精工，大正 11年

（1923）には絹製品の製造加工の鐘紡絹糸工場などの大規模工場，翌年には，本格的な近代工場

である鐘紡山科製糸工場が建設された。昭和に入ると急速に近代化が加速する。昭和２年（1927）

には鐘紡山科工場の拡張に伴い，遺跡北側の土塁や外寺内の一部が消滅することとなった。昭和

39年（1964）には東海道新幹線が開通し，これに併走する国道１号線（五条バイパス）が昭和

42年（1967）に開通した。これにより山科本願寺は遺跡の中心部を南北に分断されることとなる。

昭和 45年（1970）の鐘紡山科工場の長浜への移転後，その広大な跡地には市営住宅の建設が始

まり，山科中央公園や郵便局なども建設される。これらの再開発に伴い，山科本願寺内での本格

的な発掘調査が進んでいくこととなる。昭和 47年（1972）３月には京都府教育委員会により初

の遺跡地図が刊行され，周知の埋蔵文化財包蔵地としての山科本願寺跡の範囲が示され，同年 11

月には京都市も京都市遺跡地図台帳を刊行し，同様に遺跡の周知に努めている（図 35・36）６）。

昭和 49年（1974）には山科本願寺跡での初の本格的な発掘調査が行われ，同年の遺跡地図改訂
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の際に，遺跡範囲がより詳細な範囲に修正されるなど，遺跡の理解が進む（図 37）７）。遺跡の周

知を図る中でも，遺跡周辺の市街地化は急速に進み，昭和 51年（1976）３月の京都市文化観光

資源調査会においては，山科本願寺の重要性と開発行為に伴う消失が懸念されている８）。一方で，

開発行為とともに調査が進み，遺跡範囲の修正も行われている（図 38）９）。平成９年（1997）か

ら始まった大規模開発に伴う発掘調査を契機に，関西の文献史学，考古学，真宗史，城郭史，歴

史地理などの研究者が集まる「山科本願寺・寺内町の歴史を学ぶ会」が発足し，また，市民によ

る「山科本願寺・寺内町を考える市民の会」が結成され，山科本願寺・寺内町の多角的な研究・

報告が積極的に行われるなど，遺跡保全への関心が高まった 10）。契機となった発掘調査を含む多

数の調査成果から山科本願寺跡の新たな知見を得ることができ，研究は進んだ一方で，土塁や濠

の一部は消滅したが，現在も，国道１号線を挟んだ北側，南側で土塁や濠の一部が山科本願寺の

痕跡として残っている。このうち，山科中央公園内に残る「内寺内」と「外寺内」を限る土塁と

南殿跡が平成 14年（2002）に「山科本願寺南

殿跡附山科本願寺土塁跡」として国史跡に指定

され（図 39）11），平成 28年にはこれまでの発

掘調査成果を基に，「御本寺」と呼ばれる本願

寺の宗主空間の南側にあたる範囲の追加指定と

ともに，「山科本願寺跡及び南殿跡」に名称変

更を行った（図 41）12）。なお追加指定範囲に

ついては，令和３年（2021）３月に，都市公

園（歴史公園）として仮整備を行った。

図33　明治22年「醍醐村」大日本帝国陸地測量部假
　　　製図（１：20,000）

図34　昭和11年製版京都市都市計画図「山科」
　　　（１：20,000）

図35　昭和47年　京都府遺跡地図
　　　（山科本願寺跡部分抜粋）
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図38　昭和61年改訂　京都府遺跡地図
　　　（山科本願寺跡・山科本願寺南殿跡部分抜粋）

図36　昭和47年　京都市遺跡地図
　　　（山科本願寺跡・山科本願寺南殿跡部分抜粋）

図37　昭和49年改訂　京都市遺跡地図
　　　（山科本願寺跡・山科本願寺南殿跡部分抜粋）

図39　平成15年改訂　京都市遺跡地図
　　　（山科本願寺跡・山科本願寺南殿跡部分抜粋）

今：30000

図40　平成19年改訂　京都市遺跡地図
　　　（山科本願寺跡・山科本願寺南殿跡部分抜粋）

図41　平成28年改訂　京都市遺跡地図
　　　（山科本願寺跡・山科本願寺南殿跡部分抜粋）
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３．周辺の調査

山科本願寺跡では，今回の調査を含めて27次の発掘調査と多数の試掘調査，詳細分布調査（以

下，立会調査）が行われ，山科本願寺に関わる遺構や遺物が見つかっている。以下では，発掘調査

を軸に顕著な遺構が認められた試掘調査及び立会調査も踏まえ，これまでの調査の流れを述べる。

その後，特筆すべき試掘調査及び立会調査については，概要を記す。なお，山科本願寺跡における

これまでの調査（2022.3報告書刊行分まで）については，概要，出典を含め，表３〜７および図

76〜79にて示し，本文中の調査名についても，同表にて示す調査名を用いて表記している。参照

されたい。

初めて山科本願寺跡が取り上げられたのは，大正 15年（1926）に発行された『京都府史蹟勝

地調査會報告　第七冊』の中の「第五　山科本願寺及其遺跡」での報告である 13）。ここでは文献

史料や古地図の検討のほか，踏査による地形把握と記録が行われている。この報告書は，大正６

年（1917）に史跡名勝及び天然記念物の保存のため，京都府知事の唱導により発足した調査会に

よるものであり，当時から山科本願寺跡を注視していたことが窺える。その後，昭和 37年（1962）

には，新幹線布設の工事中，初めての考古学的調査が行われた（立会調査 49）。この調査では，

石積の溝渠や道路状遺構，焼土や焼瓦，室町時代の土師器皿などが確認されている。当時厳しい

条件下での調査であったが，山科

本願寺跡の遺跡を東西に横断する

形で調査が行われた。瓦の出土状

況から阿弥陀堂の配置想定がなさ

れるなど積極的な考察が認められ

る。昭和 45 年（1970）には井口

尚輔氏による地表面観察を主に遺

構の遺存状況の調査がなされ，表

採遺物の報告のほか，山科本願寺

の形態や規模について復元的考察

が行われている 14）。

その後，鐘紡絹糸跡地での市営

住宅建設工事に伴い，昭和 48 年

（1973），山科寺内町遺跡調査団に

よる本格的な発掘調査（１次）が

行われた，土塁や濠，切り通し，

石列，鍛冶場遺構が確認された。

翌年（1974）にはガソリンスタン第一次調査，遺跡の概要【1000】
（斜線部分は撹乱又は未掘を示す）
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図42　1次調査平面図（1：1,500）
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図43　１・2次調査間土塁測量図：山科本願寺跡北西隅から
　　　西辺部現存土塁（1：2,500）
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図44　１・2次調査間土塁測量図：山科本願寺跡
北東隅　山科公園内現存土塁（1：2,500）

図45　2次調査平・断面図（１：200）
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ド建設に伴う発掘調査（２次）が行われ，山科本願寺焼亡時の焼土層や溝，石室群が確認された。

石室からは多量の土師器皿が出土しており，その上面に焼土や炭化物が覆っていたことから，山

科本願寺焼亡時の貴重な基準資料となった。また１次調査と２次調査の間には，同調査会により，

当時現存していた３か所の土塁と環濠跡の地形測量調査が行われている（図 43・44）15）。昭和

51年（1976）11 月に３次調査（安祥寺中学校校舎新築工事），昭和 52年（1977）に４次調査（山

階小学校校舎改築工事），昭和 53年（1978）に５次調査（山科中央公園内防火貯水タンク建設）と，

たて続けに行われたが，目立った遺構は確認できなかった。この他，橘女子大学考古学研究会に

より山科本願寺跡全体に及ぶ現状調査がなされている 16）。

この後，昭和59年（1984）に行われた下水道工事に伴う広域調査（後述：立会調査71（83RT061））

の成果により，現・西野道より以東，現・離宮道より以北に山科本願寺の寺域が広がっているこ

とが明らかになった。また昭和 61年（1986）から平成元年（1989）頃に行われた３件の調査（後

述：立会調査 44（86RT010），立会調査 55（88RT005），試掘調査 12（89RT021））では，瓦

が多量に廃棄されている石組溝が確認された。この３件は，調査位置が近いことや構造が似てい

ることから，検出した石組溝はいずれも同一遺構であると考えられた。また遺構配置から本願寺

内に石組溝によって区画されていた部分があったことがわかり，本願寺内の建物配置の復元につ

ながる成果として重要視される。

平成９年（1997）には西野左義長町内の土塁が良好に遺存し，かつ，オチリ池の付近と想定さ

れる場所で宅地開発が計画されたことを契機に，数年にわたり開発が続き，結果，大規模な発掘

調査（６・７・８・９次）が行われた。これらの調査では鉤型に曲がる現存土塁や濠を中心に広

範囲の調査が行われた。６次調査では土塁の基底部や濠，内部に焼締陶器甕が据えられた埋甕遺構，

建物や溝，井戸のほか，建物の上面を覆う焼土層などが確認された。確認された濠の規模は，幅５ｍ，

深さ 1.5 ｍであるが，一部の幅が 12 ｍ，深さ 4ｍと規模が大きくなっており，土塁を設けない

部分の防御性を高めるためのものと考えられ，土塁の出入口が設けられていた可能性が考えられ

ている。７次調査では，南西への落込み部分を埋め立てた整地土や土塁，石組井戸，炉跡，建物，

焼土層などが確認された。また土塁を断ち割り，その規模や構築方法も明らかにしている。西側

土塁の下部に石組みの暗渠排水溝なども確認されている。土塁の規模や構造のほか，土塁の構築

と整地が同時に行われていることを確認した。８次調査では，土塁の構造や土塁下部の暗渠排水溝，

本願寺焼亡後に濠がため池（オチリ池）として改修されたことが分かり，東西方向の土塁が造成

されたのち南北方向の土塁が造成されたことが，断面観察により明らかになった。９次調査では

土塁と濠，土塁下部の暗渠排水溝，建物や焼土を含む土坑などのほか，寺域内の整地後に土塁が

造成されていることが確認された。この６〜９次調査では，土塁の規模や構造が明らかになった

だけでなく，調査地周辺は「御本寺」の中でも貯蔵や手工業生産のための施設が存在していた場

所であることが明らかになった。これら建物や溝などは方位が揃っていることから，造営に際し

計画性がうかがえることも指摘されている。

平成 17年（2005）には６〜９次調査の北東部で，発掘調査（10次）が行われた。この場所は，
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江戸時代に描かれた『野村本願寺古御屋敷之図』によれば，山科本願寺内寺内の「佛光寺帰尊地」

あたりに推定され，『山科古図』によれば，山科本願寺御本寺の南西部に推定される場所である。

調査では，山科本願寺期の整地土，堀３条と建物や井戸，土坑などが確認された。特に整地後に

南北堀（堀９ａ，堀９ｂ），東西堀（堀８），北西－南東堀（堀７）の３条の堀は短い間で開削と

埋め戻しが行われ，その後本願寺期の建物や塀が造営される。整地から廃絶まで遺構の変遷から

６時期に区分できるが，いずれも山科本願寺に関わるものと考えられている。調査で確認された

堀は，現在確認されている絵図上では想定できない堀であり，山科本願寺の最終段階以前の様相

を知る手がかりとなるものである。この調査時には，京内の類似する堀の事例とを検討し，確認

した堀の性格を，外部の戦国領主や他宗派との緊張関係の高まりなどによって適時増設された防

御性の高いものであると想定している。

同年（2005）には国道１号線から北側の土塁が遺存している範囲で駐車場の擁壁工事に伴う発

掘調査（11・12・13 次調査）が行われた。11・12 次調査では土塁基底部や石組み暗渠排水溝，

13次調査では，土塁の際で泉状遺構や石組溝からなる庭園遺構や小規模な炉，土取穴などが確認

された。整地後に土塁が構築されていることのほか，土塁と寺域内の溝や池，整地層の関係から，

３時期の変遷があり，少なくとも２回にわたって土塁を改修もしくは拡張していることが確認さ

れ，土塁の変遷の検討が必要になった調査である。また，２次調査の東隣接地で発掘調査（14次）

が行われた。この調査では，池や石敷きからなる庭園遺構や礎石列などのほか，遺構埋土や遺構

面を覆う焼土層が確認され，焼土層からは多量の輸入陶磁器や堆黒・蒔絵などの高級漆芸品が出

土していることから，会所的な役割を持つ「御亭」が想定されている。この調査で確認された焼

土層は調査区一面に広がること，埋土中に二次焼成を受けた遺物が多く存在することから，山科

本願寺焼亡期の焼土層と考えられている。下層確認のため一部断割りを行った際に 10〜 20 ㎝下

で炭化物が薄く堆積する部分が確認されていることから，この場所が，整地を伴う改変が行われ

ていたことが確認され，山科本願寺焼亡期の焼土層とそれ以前に遡る焼土層の２種類が存在する

ことが明らかになった。

平成 18年（2006）に行われた宅地造成に伴う発掘調査（15次）は，６次調査で確認された土

塁と外濠の続きと考えられる東西方向の堀状の落込み，土塁内側に建物や井戸，土坑などが確認

された。土塁については上部が既に削平されていたものの，遺構の展開状況から，土塁が築かれ

ていたものと推測できる。調査範囲の南東部分の断面観察から，地山が東から西へ落ち込む状況

が確認できるため，土塁はこの調査地内で屈曲し，南行すると想定でき，御本寺南辺の土塁の様

子が明らかになった。

平成 21年（2009）から 22年（2010）には，京都橘大学文学部文化財学科により山科中央公

園内に所在する土塁の現状測量調査が行われている 17）。

平成 22 年度（2010）から 24 年度（2012）の３年度で，「御本寺」内の遺構配置や残存状況

を確認する目的で範囲確認調査（16・17・18 次）を行った。16・17次調査では御本寺西辺にあ

たる土塁の屈曲部を調査し，土塁造成中の刀埋納遺構のほか，土塁内側では，通路状遺構や柱列，
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集石遺構，石組溝群，また対象地北東部（16・

18 次調査）に整地による 0.05 〜 0.1 ｍの

高まりなどが確認されている。つづく 18次

調査でも御本寺西辺にあたる土塁，風呂関

連遺構群や石組井戸，塀などが確認されて

いる。特に風呂関連遺構は稀有な遺構で，

文献史料と発掘調査成果が比較できる資料

としても重要である。16〜 18次調査では，

遺構埋土の差異などから３時期の遺構変遷

が認められること，現存する土塁が創建期

に遡るものではなく，永正年間（1504 〜

図４　遺構実測図（1/200）
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1521）頃に構築されたと考えられること，風呂や庭などが存在することから，この場所が宗主空

間である可能性が高いことが明らかになった。この場所が宗主空間であると考えられることから，

御本寺の中枢施設である「御影堂」や「阿弥陀堂」が 16〜 18 次調査地よりも東に位置すること

が想定できるようになったが，その様相は明らかではなく，正確な位置や規模の把握が新たな課

題となった。

平成 25・26年度（2013・2014）には，引き続き，範囲確認調査（20・21次調査）が行われた。

20・21 次調査では，土塁基底部や整地土，建物，堀のほか，「應仁」の墨書のある土師器皿が伴

う山科本願寺造営以前に遡る可能性のある溝が確認されている。また，16〜 18 次調査成果も踏

まえ，21次調査付近では私的な空間というよりは実務的な空間であった可能性が指摘されている。

これらの成果を受け，平成 30年度（2018）から令和３年度（2021）にかけて，「御本寺」の

北西部にあたる部分について，引き続き，様相の把握と「御影堂」などの主要堂舎の確認を目的

とした範囲確認調査（23・24・25・27次調査）を行った。

この他，平成 25年（2013）に山科本願寺跡の南西隅にて宅地造成に伴う発掘調査（19次調査）

が行われているが，山科本願寺の南側に重複する左義長町遺跡に関わる遺構・遺物が主で，山科

本願寺期の遺構・遺物は確認されていない。

平成 27年（2015）には工場建替に伴う発掘調査（22次）が行われた。調査地は御本寺の南東

部にあたり，建物や柵，土坑，埋甕遺構などのほか，これらより古い時期の東西方向の堀が確認

されている。いずれも山科本願寺期と考えられている。

令和３年（2021）には 22次調査の北側で，工場新築に伴う発掘調査（26次）が行われている。

この調査では山科本願寺期の建物や室のほか，東西方向の堀が１条確認されている。22次調査と

同様に，東西方向の堀は埋め戻され，その上面に山科本願寺期の遺構が展開し，焼亡を迎えてい

ることが確認されている。ただこの堀と周辺調査（10・22次調査）で確認されている山科本願寺

期とされる堀は，現在確認されている絵図上では想定できない堀であり，山科本願寺の最終段階

以前の様相を知る重要な資料である。またこの調査では，室町時代以前に遡る土壙墓や東西方向

の堀が確認され，山科本願寺造営以前の様相も垣間見ることのできる貴重な調査である。この造

営以前の堀と同規模の東西堀が遺構配置の上で，10次調査でも確認されているが，山科本願寺期

の堀として報告されており，今後新たな視点での再検討が必要になる（図 49）。

以上のように，御本寺西側一帯では，建物や柵，井戸や石組溝，風呂遺構などが確認されてお

り，宗主一族の居住空間や本願寺の実務空間が想定でき，その東側に阿弥陀堂や御影堂などの主

要堂舎が位置すると推測されている。「御本寺」を囲む土塁についても，７次調査では土塁構築と

整地が同時に行われている所もあるが，10・11・12・17・20・21 次調査では整地後に土塁が築

かれていることが確認されている所も多く，複雑な折れをもつ土塁や濠で囲まれる山科本願寺は，

創建当初から，いくつかの変遷を経て現在の姿になったことが推測できる。併せて，22・26次調

査で確認されている東西方向の堀についても，本願寺造営前の様相もわずかながら確認でき，創

建当初の姿を知る上で必要不可欠なものと考えられ，新たな知見を得るとともに，新たな課題も
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提示されている。

以下，顕著な遺構が確認された試掘調査及び詳細分布調査（立会調査）について，その概要を

述べる。なお見出しの調査名は，調査区分と各調査一覧表の№をあわせた表記となる。
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立会調査 71（83RT061）

　西野離宮町から東野八代町にかけて行った公共下

水道工事に伴う立会調査で，工事区間が大きく３工

区（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ区）に分かれている。この調査で現在

の西野道より以西（Ⅱ・Ⅳ区）は広範囲で最近埋め立

てられた池ないし沼であったこと，また現・離宮道よ

り北に焼土や炭化物を含む室町時代後半の遺構が集

中して展開することがわかった。特に現・離宮道（Ⅰ

‐６区）では土塁とセットになる外濠と考えられる南

北方向の濠（ａ）や土塁の内溝かと思われる濠（ｂ），　

池か沼を想定

遺構密度が高く，
焼土・炭が多い範囲

東海道新幹線

Ⅰ
区

Ⅱ
区

16

6

10

8

9

Ⅳ
区

Ⅰ
区

200m０

東海道新幹線

現・離宮道現・離宮道

現・西野道現・西野道

図50　立会調査71（83RT061）調査地点図（1：5,000）
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図51　立会調査71（83RT061）Ⅰ‐６区遺構確認地点図（1：1,500）
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山科本願寺4　濠断面図【50】
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　図52　立会調査71（83RT061）Ⅰ‐６区ｂ
　　　　断面図（1：80）
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寺域の南限の可能性がある北西―南東方向の濠（ｃ）が確認され，山科本願寺南西部の寺域を推

測することができるようになった。

立会調査 44（86RT010）

　ガソリンスタンド改築工事に伴う立会調査である。盛土，旧耕土の下，薄い焼土層を挟み，GL-

1.5 〜 -1.8 ｍで褐灰色砂礫の地山に至る。地山上面で土坑や柱穴などのほか，幅 0.8 ｍの東西方

向の石組溝を確認。検出長は６ｍである。溝芯はほぼ正方位を向く。確認した石組溝は１段ない

し２段で，一辺 20〜 50 ㎝の河原石を据え，5〜 10 ㎝の小石を敷いていた。北辺は良好に遺存

していたが，南辺は石が抜かれている所も多く，1/3 程度しか残っていなかった。掘方は 0.8 ｍ

前後で，5〜 10㎝の小石を裏込めとしている。溝の埋土には多量の軒瓦や丸・平瓦のほか，炭化

物や焼土が確認されている。石や出土した

瓦などに，火災痕跡は直接認められなかっ

たため，焼亡後の整理に伴うものと推測さ

れている。また出土した瓦は，瓦当が残る

ものが多く，道具瓦も確認されていること

から，回廊ないし築地に使用されていた可

能性があると想定されている。

立会調査 55（88RT005）

店舗兼住宅の新築に伴う立会調査である。

基本層序は，盛土と旧耕土の下，にぶい黄

山科本願寺2　調査区配置図【800】

調査区

歩　道
国道1号

20ｍ０

０ 20ｍ

X=-113,330

X=-113,312

Y=-17,060 Y=-17,034

図53　立会調査44（86RT010）調査区配置図（1：800）

山科本願寺1　遺構実測図【80】
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図54　立会調査44（86RT010）平・断面図（1：100）
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褐色砂泥，灰黄褐色砂泥，GL-1.3

ｍで灰黄褐色泥砂の地山に至る。

地山上面で東西方向の石組溝を確

認した。幅は 0.8 ｍ，深さ 0.6 ｍ，

検出長は約８ｍである。溝心々は，

正方位より僅かに（１°）北に振

れている。石組は下段に一辺 20

〜 50 ㎝大の川原石を据え，上部

に５〜 10 ㎝の小石が敷かれてい

た。石組の北辺は良好に遺存して

いたが，南辺は抜き取られている

部分が多い。溝からは土器類や鉄

製品のほか，約 20 箱もの瓦が出

土している。また南北方向の石組

溝と思われる石列を確認した。掘

方は 0.8 ｍ，５〜 10 ㎝の小石を

裏込めとしている。

試掘調査 12（89RT021）

　マンション新築に伴う試掘調査

である。1988 年度調査（立会調

査 55）で検出した石組溝の延長部が想定された場所である。基本層序は，盛土，旧耕土の下 GL-

0.6 ｍでにぶい黄褐色砂泥，-0.9 ｍで灰黄褐色泥砂，-1.3 ｍで灰黄褐色砂泥の地山に至る。地山

上面で東西方向と南北方向の石組溝を確認した。東西方向の石組溝の南辺は一部調査地外になる

が，北辺は良好な状態で検出されている。東西溝は，幅 0.8 ｍ，深さ 0.9mで，検出長は 11.3 ｍ

である。溝心々は，正方位より僅かに（１°）北に振れている。石組は最も残存状態のよいとこ

ろで３段分を確認している。南側ではほとんどの石が抜き取られており，小石が散在する程度で

あった。石組の最下段では一辺 50〜 80 ㎝の河原石の平坦面を溝側にそろえて据え，石と石の隙

間に５〜 10cmの小石を裏込めとしている。南北溝は，内側で幅が 0.3m，深さ 0.2m，検出長は

１ｍで，更に調査区外へ続く。南端部は東西溝の掘方あたりで止まり，約 0.5 ｍの高さで石を組む。

両壁を石で組み，底部にも石が敷かれていた。このように，1988 年度調査（立会調査 55）で確

認された東西溝が，更に西へ延びることが明らかとなった。そして新たに，南北方向の石組溝が

確認された。南北溝は，東西溝に取り付いていることと，石組が切れたところが桝状になっており，

東西溝に流し込む性格のものであると想定された。

　南北溝からは遺物は出土しなかったこともふまえ，南北溝の上部に築地等の区画施設が構築さ

れ，敷地の内側から外側への排水施設であると考えられた。また検出した東西溝が，築地で囲ま

Y＝-17,098

X＝-113,370

Y＝-17,094

２ｍ０

０ ２ｍ

０ ３ｍ

図55　立会調査55（88RT005）石組溝平面図（1：100）

図56　立会調査55（88RT005）東壁断面図（1：50）
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れた区画の外側の溝であるとも想定され

ている。

　東西溝からは少量の土器類とともに，

軒丸瓦，軒平瓦，がんぶり瓦を含む瓦が

多量に出土している。その量は 100箱余

りにもなり，これらの瓦は築地から滑落

したというよりむしろ築地が廃棄された

時点で埋まったものと推測されている。

試掘調査 12 と立会調査 55 で確認さ

れた石組溝は，類似した規模と構造をし

ており，配置からも，同一遺構の可能性

が高い。また立会調査 44 で確認された

東西方向の石組溝も類似した規模と構造

であることから，山科本願寺内に南北約

57ｍ，東西 33ｍの規模の土地区画がお

こなわれていたと想定されている 18）。

X＝-113,367
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A
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東　西　溝

南北溝平面図
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０ ２ｍ
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7　10YR4/4褐色泥砂（焼土含）
8　10YR3/4暗褐色泥砂
9　2.5Y4/3オリーブ褐色細砂

X＝-113，367

10　2.5Y5/4黄褐色泥砂（礫混）
11　10YR4/4褐色砂泥
12　2.5Y4/2暗灰黄色泥土（礫混）
13　10YR4/4褐色泥砂（小礫混）
14　10YR5/4にぶい黄褐色泥砂
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　　　（砂礫混）
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図58　試掘調査12（89RT021）東壁断面図（1：50）

図57　試掘調査12（89RT021）石組溝平・断面図（1：100）
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図59　立会調査55・試掘調査12石組溝平面図（1：500）
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試掘調査 16（96S473）

　宅地造成に伴う試掘調査

である。現存土塁の延長部

にあたることから，土塁の

延長及び寺内町の遺構状況

を確認する目的で計 10 か

所の調査を行った。調査目

的である土塁の延長は，４・

７・９・10TR の４か所で

確認でき，現状の地形より

２か所のＬ字の屈曲をへて，

東側に続くと考えられた。

確認された土塁は全て国有

水路に向かって傾斜してお

り，浅いところでは現地表

下10〜20㎝で認められる。

この推定土塁のすぐ内側部

分の２か所（１・９TR）で，火災を示す明瞭な焼土層を確認した。さらに焼土層と同一か所で礎

石も２個確認でき，土塁の内側には焼失した建物が想定できる。その他，１TRでは 16世紀前葉

の土師器皿を大量に埋納した土坑や焼土坑，幅 2.1 ｍの路面，備前焼大甕の埋納土坑などを検出

した。７TRでは粘土壁面を有する炉跡１基や礫溜り土坑を確認している。６TRと７TRの北半で

は湿地状堆積があり，遺構を確認することはできなかった。発掘調査（６次調査）を指導。

試掘調査 14（96S273）

　宅地造成に伴う試掘調査である。『野村本願寺古御屋敷

之図』によれば，山科本願寺の内寺内跡の「佛光寺帰尊地」

あたりに推定され，また，『山科古図』によれば，御本寺

　図62　試掘調査14（96S273）調査区
　　　　 断面図（1：50）
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図60　試掘調査16（96S473）調査区配置図（1：1,000）
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－28－

の南西部に推定される。盛土の下， GL-0.5 ｍで焼土及び中世から近世の土器・瓦を含む整地層を

確認した。その下層はトレンチ中央付近で地山の砂礫となりトレンチ両端に向かって落込み，河

川状の堆積が認められる。トレンチ東端では深さ 1.7 ｍまで掘削するも砂礫層は検出できず，焼

土を含む整地層の下層には褐色系の砂泥層が堆積していた。検出した遺構は近世の土師器を埋納

した小規模な土坑１基のみである。

試掘調査 13（99S241）

　宅地造成に伴う試掘調査である。山科本願寺の南西隅部（７・８次調査地）から北に 30ｍほど

の場所で，南北方向の土塁延長上にあたる。敷地の西側には南北の水路が走り，これに平行して

土塁が遺存していた。土塁東側では，盛土の下，GL-0.4 ｍで黄褐色土の地山に至る。地山上面で

焼土を含む土坑を確認したことから，発掘調査（９次調査）を指導。遺存土塁については，既に

半壊状態にある現状を鑑み，土塁測量図の作成と工事中の立会調査を実施した。土塁は，高さ３

ｍ，幅３ｍで北側の敷地境界から南へ 17ｍほどが遺存していた。土塁の斜面は既に両側からほぼ

垂直に削られ断面がむき出しになっており，当初の半分程度の厚みしか残っていないと考えられ

る。頂部は西側に向かって少し傾斜していたが，その勾配が緩やかであることから，本来の最高

部に近い部分と推測される。堀については後日，西側境界を流れる水路の護岸補強工事中に立会

調査を行い，土塁から水路下へ向かって落ち込む外堀の一部を確認している。

試掘調査６（04S170）

　造成及び事務所新築に伴

う試掘調査である。対象地

は１号線の北側に位置し，

南北方向の土塁や濠が想定

される場所である。計画で

は，濠を踏襲していると考

えられる水路沿いを大きく

削平する可能性があったた

め，外濠と水路の関係を確

認するため２か所の調査を

行った。結果，盛土直下で

土塁の構築土が良好に遺存

していることを確認したこ

とから，発掘調査（11次調

査）を指導。

試掘調査 15（05S640）

　山科本願寺跡では御本寺の中央南縁部に相当し，土地境界付近に堀が通ると予想される場所で

ある。周辺では６〜 10次調査が行われ，山科本願寺に伴う堀・土塁・建物跡などが検出されている。

水
路
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図63　試掘調査６（04S170）調査区配置図（1：1,000）
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宅地造成に伴う試掘調査のため，計画道路部分に調査区を設定し，調査を実施した。結果，浅い

ところで GL-0.4 ｍ，深いところでは -1.2 ｍで，山科本願寺期の土師器皿を含む柱穴や溝状遺構を

検出した。検出した溝状遺構のうち，西方の溝は南北方向に流れると予想されるため，敷地南端

に予想される御本寺の堀へ排水する機能をもつ可能性がある。

　調査の結果，対象地西側は既に削平を受けており，敷地中央より東側に対し，発掘調査（15次

調査）を指導。

図64　試掘調査６（04S170）調査区断面図（1：100）
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試掘調査５（05S208）

　共同住宅新築に伴う試掘調査で

ある。対象地の東側にある水路は，

御本寺の西側を画する土塁の外濠

を踏襲しているものであることか

ら，外濠西肩の検出を目的として

２か所の調査を行った。結果，両

調査区とも表土直下もしくは，に

ぶい黄色泥砂の下，GL-0.3 〜 -0.5

ｍでオリーブ褐色砂礫の河川氾濫

を確認し，この氾濫堆積を切り込

む濠の肩口を確認した。検出した

肩口から濠の幅は，現存する土塁

の天端まで 10.7 〜 11.3 ｍ，現水

路底から土塁の天端までの高さが

4.3 〜 4.6 ｍ，西側の肩口までが

2.2 ｍである。

試掘調査８（08S103）

宅地造成及び店舗新築に伴う

試掘調査である。対象地の北西側

では 14 次調査，東側では東西方

向の石組溝が確認された立会調査

44（86RT010）が行われている。

14 次調査で遺構面の全面に山科

本願寺廃絶時の焼土が広がり，遺

物を含んだ遺構が密に分布していたことと

は，様相が大きく異なり，旧耕土と包含層以

下，GL-0.4 〜 -0.6 ｍで山科本願寺期の整地土，

-0.9 ｍで褐色砂泥の地山に至り，焼土などは

確認できなかった。遺構は整地土上面でピッ

ト状の遺構が散見される程度で，遺物もほと

んど確認できなかった。

試掘調査７（12S342）

　店舗新築に伴う試掘調査である。対象地は

1972 年に２次調査が行われ，遺跡の保存が

敷地境界

計
画
建
物

歩道

国道１号線

KBM（MH天）
０ 20ｍ

調査区

600

０ 20ｍ

図67　試掘調査８（08S103）調査区配置図（1：600）
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図られている場所にあたる。２次調査により遺跡が保存されている部分については，引き続き，

保存を前提とした工事計画とすることから，調査位置が不明瞭な２次調査区の範囲を確定するた

めの調査区（１TR）を設定した。結果，２次調査時の石室Ⅱ，石組溝，柱穴群，土坑，ピット等

を再確認し，標高と座標をあたえた。この他敷地内で２か所（２・３TR）の調査を行った。２TR

では，既存施設であった地下タンク部分の削平を確認し，３TR では完形の土師器皿を多く含む土

坑や東西溝，柱穴等を確認した。確認した遺構は改めて養生を行い埋め戻し，保護した。

立会調査 61（15RT205）

　工場新築に伴う詳細分布調査である。対象地は平成 27 年に発掘調査（22 次調査）が行われ，

東西方向の堀が確認されている。今回の調査は 22次調査区の北東部分にあたる。北壁の断面観察

で黄褐色粘質シルトの地山上面で幅 4.5 ｍの南北方向の堀を確認しており，この堀が 22次調査の

堀の延長と想定されている。
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附　１・２次調査について

　山科本願寺跡内で初の本格的な発掘調査である１

次調査・２次調査の出土遺物および図面などの資料を

実見する機会を得た。特に天文元年（1532）の山科

本願寺焼亡時の良好な資料と考えられている２次調

査石室出土の土師器皿を中心に熟覧の機会を得た 19）。

２次調査石室出土の土師器皿は，すでに報告書内で詳

細な検討が行われており，その概要は以下の通りであ

る（図 72）。

　１，大〜小の４種類（A〜 D）の規格が存在する。

　２，規格の大きいものから３種類（A〜 C）は，同

じ様相を示す。（底部は平坦で，体部が開きぎみ

に立ち上がり，口縁部はやや外反する。器高は低

く，全体に扁平。器壁は比較的薄く，つくりは丁寧。底部見込みには一定方向のナデを施し，

底部見込周縁に浅い溝状の圏線をもつ。）

　３， 一番規格の小さいもの（D）は，上記３種（A〜 C）とは様相がやや異なる。（開きぎみに

立ち上がるが，底部から体部への屈曲があまく，全体に丸みをおびる。器壁はやや厚い。横

ナデの一単位の範囲が広く，口縁部から底部にまでおよぶ。）

　４，煤が付着しているものが多くあり，灯明皿として使用されていたものが一定量ある。灯明

皿の中には，口縁部に欠き込みがあるものや，底部中央に穿孔があるものも認められる。

　実見の結果，上記の様相を確認することができた。これら石室出土の土師器皿は，いずれも皿

Ｓで 10Ａ期に位置づけられる。この他，出土した土師器皿は破片のものも多かったが，完形にな

る資料が多いように感じた。

　現在，同時期で実年代を推定できる資料として山科本願寺跡 17次調査の土坑 2134 資料がある
20）。土坑 2134 出土土師器皿は，皿Ｓが主体となり，口径が 8.2 〜 9.8 ㎝，10.0 〜 11.4 ㎝，12.2

〜 14.6 ㎝と大きく３規格に区分でき，皿Ｓｂとして，9.5 ㎝以下の一群や皿Ｎも少量出土してい

る（図 73）。製作技法については，底部は平坦で，体部が開きぎみに立ち上がり，口縁部はやや

外反する。底部見込周縁に浅い溝状の圏線をもつなどの特徴が見受けられる。法量分布も石室出

土遺物と似た範囲にまとまりが認められ，近い様相を示す。

　同時期の平安京内の資料では，天文法華の乱（1536）の焼土層で覆われていたとされる平安京

左京六条二坊五町跡・猪熊殿跡・本圀寺跡 SD166 上層資料がある。この資料は口径の数値は若干

異なるものの，４規格に区分できる。皿Ｓが主体であるが，皿Ｎについては一定量確認されてい

る 21）。また前述の SD166 上層よりも，やや古い様相を示していると考えられている左京五条三坊

九町跡 SK８-18 資料については，法量分布は似た様相を示す。ただ，山科本願寺では割合の少な
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図71　２次調査平面図（1：200）
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かった皿Ｎについては，皿Ｓとほぼ同量確認でき，かつ，製作技法のバリエーションが多いとい

う特徴がある。このように同時期の平安京内の遺跡出土の土師器皿と比較を行った際に，山科本

願寺跡の資料は皿Ｎがあるものの，皿Ｓが主体を占め，皿Ｓと皿Ｎの割合に差があることが分か

った。

　この他，報告本文中に記載されている土師器皿の内外面に金箔が施された資料（図 75‐2）や

これまで報告されていなかった人面と思われる墨画が両面に施された資料（図 75‐1）を確認し

た（図 75）。また遺物以外にも石室の測量図面を含む遺構図面なども実見することができ，石室

内の土層堆積状況を確認することができた。出土している土師器皿は石室の底部付近からまとま

って確認されていること，その上部は山科本願寺焼亡時と考えられる炭化物を多く含む層が厚く

覆っていたことが断面図から読み取れ，またこの焼亡期の堆積土が確認できる部分の石室石材内

側の一部には焼けた痕跡が残っていたこともわかった（図 74）。

0

1.0

2.0

3.0

0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

器
高(

㎝)
口径 ( ㎝ )

土坑 2134 出土土師器皿の法量分布

図73　17次調査土坑2134出土土師器皿口径分布

図72　２次調査石室出土の土師器皿の法量分布（註19のP72.表3転載）
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図74　２次調査石室１・２平・断面図（1：50） ※原図をトレース
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図75　2次調査石室出土　墨書土師器皿（1：２）・金箔付土師器皿（１：４）

２

１

内側

外側

外側

内側

０ 10cm

０ 10cm

※写真は，墨画が正面と考えられる位置に配置。
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図76　既往調査位置図（1：4,000）

御本寺

国史跡指定土塁

内寺内

外寺内

０ 100ｍ

図●　山科本願寺跡主要周辺調査位置図（１：1,000）
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図77　発掘調査位置図（1：4,000）

御本寺

国史跡指定土塁
外寺内

内寺内

０ 100ｍ

図●　山科本願寺跡主要周辺調査位置図（１：1,000）
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調査次数 区域 概要 掲載報告書 発行年 調査№調査期間

1974.10.9
11.3

１ 調査 物・ ，石 ， ，南北 の ，土 。
保 ・ 一 「山 寺内町の遺跡調査

の 」 立 民 物 研究報告 ８
立 民 物

1985.12

78S2109

石 ，石室， の一 。

５ 調査

土。
「山 本 寺跡１」 昭和51年度京都市埋蔵文化
財調査概 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

2008.3

時代以 の落込み。
「山 本 寺跡２」 昭和51年度京都市埋蔵文化
財調査概 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

2008.3

のみ。
「山 本 寺跡」 昭和53年度京都市埋蔵文化財
調査概 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

2011.3

「山 本 寺跡１」 平成９年度京都市埋蔵文化
財調査概 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1999.3

04S170

「山 本 寺跡２」 平成９年度京都市埋蔵文化
財調査概 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1999.3

「 山 本 寺跡」 京都市内遺跡 掘調査概
報平成10年度 京都市文化市民局

2000.3

「山 本 寺跡」 京都市内遺跡 掘調査概報平
成12年度 京都市文化市民局

2001.3

「 山 本 寺跡（１）」 京都市内遺跡 掘
調査報告平成17年度 京都市文化市民局

2006.3

「 山 本 寺跡（２）」 京都市内遺跡 掘
調査報告平成17年度 京都市文化市民局

2006.3

山 本 寺跡 京都市埋蔵文化財研究所 掘調
査報告2005-3 財団法人京都市埋蔵文化財研究所

2005.3

「 山 本 寺跡（３）」 京都市内遺跡 掘
調査報告平成17年度 京都市文化市民局

「 山 本 寺跡（４）」 京都市内遺跡 掘
調査報告平成17年度 京都市文化市民局

山 本 寺跡・ 町遺跡- 町の
調査- 代文化調査会

2006.3

2021.9

2006.3

「 山 本 寺跡」 京都市内遺跡 掘調査報
告平成23年度 京都市文化市民局

2012.3

05S640

「 山 本 寺跡」 京都市内遺跡 掘調査報
告平成23年度 京都市文化市民局

2012.3

12 調査

「 山 本 寺跡」 京都市内遺跡 掘調査報
告平成24年度 京都市文化市民局

2013.3

14S612

「 山 本 寺跡」 京都市内遺跡 掘調査報
告平成25年度 京都市文化市民局

2014.3 13S247

「 山 本 寺跡（１）」 京都市内遺跡 掘
調査報告平成26年度 京都市文化市民局

2015.3

19 調査

2015.3
「 山 本 寺跡（２）」 京都市内遺跡 掘
調査報告平成26年度 京都市文化市民局

山 本 寺跡・ 町遺跡 工事に
埋蔵文化財 掘調査報告 京都市内
遺跡調査報告 14 会

2017.3

本報告・「 山 本 寺（24・25 ）」 京都
市内遺跡 掘調査報告令和２年度 京都市文化市
民局

2021.3

20S644

2021.3

26 調査

本報告・「 山 本 寺跡（23 ）」 京都市
内遺跡 掘調査報告令和元年度 京都市文化市
民局

2020.3

内寺内

御本寺

外寺内

外寺内

内寺内

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

外寺内

御本寺

22 調査

15 調査

本報告・「 山 本 寺（24・25 ）」 京都
市内遺跡 掘調査報告令和２年度 京都市文化市
民局

２ 調査

３ 調査

４ 調査

５ 調査

６ 調査

７ 調査

８ 調査

９ 調査

10 調査

11 調査

12 調査

13 調査

14 調査

15 調査

16 調査

17 調査

18 調査

19 調査

20 調査

21 調査

22 調査

23 調査

24 調査

25 調査

26 調査

27 調査

1973.5.21
8.4

1976.11.17
11.30

1977.2.14
3.5

1978.10.30
11.13

南北 の ， の土 ，
暗 ， 物， 。

に る土 ， 物， ， 。

南北 の 土 ，暗 。

1997.7.16
9.18

1998.8.17
11.9

1997.4.20
7.10

2000.5.10
6.30

2005.1.17
3.18

2005.3.1
3.15

2005.5.11
5.25

物， ，暗 ，土 底 。

南北 の ， ， 。

土 底 。

土 内 面 暗 。

2005.5.30
7.2

2005.11.11
12.16

2006.7.31
9.15

土 ， 遺構， ，土 ，暗 。

焼成土坑， 遺構， ， の 入
器， 出土。

御本寺南を る ，土坑， ， 跡，
。

2011.1.11
3.11

整地面，焼土の ， 路 遺構。

整地面，石 ，土 な 。
2011.7.21
9.30

2012.7.17
10.4

2013.10.28
11.25

2014.1.20
2.7

2014.7.22
～9.30

2015.7.30
～9.18

2018.12.3
～12.27

2019.12.9
～12.19

2020.6.1
～6.30

石 ， 遺構 ， 遺構，土
な 。

の盛土ま は整地土，平 時代 期の
物， ，土坑な 。山 本 寺期の明 な遺
構は できず。

整地土，土 。

整地面，土 ， ， ， な 。

物，埋 ，土坑な の 遺構， 。

整地土， ，土坑な ，土 地
面観 。

土 の 底 の構 を調査。

土坑， ，整地土な 。

2

2

3

4

5

12

13

14

16

17

17

18

17

17

20

23

23

24

25

29

26

27

28

土坑な 。

2021.5.10
～7.20

2021.9.1
～9.30

御本寺

御本寺 本報告のみ 2022.3

の ，地下室， 物，土 ，
遺構な 。

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

05S295

04S445

14A001

18A007

19A008

20A001

21A007

保 ・ 一 「山 寺内町の遺跡調査
の 」 立 民 物 研究報告 ８
立 民 物

1985.12

山 本 寺跡 京都市埋蔵文化財研究所 掘調
査報告2021-6 財団法人京都市埋蔵文化財研
究所

2022.1

76S2451

96 0473

97S0115

97S0126

99S0241

04S572

05S067

発掘調査一覧
表３　発掘調査一覧表
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図78　試掘調査位置図（1：4,000）
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　掲載　
地図№ 調査№ 区域 概要 掲載報告書 発行年 備考

17S193
GL-1.2ｍで灰黄色褐色 砂（ 堆積），-1.3ｍで
オリーブ褐色粘土 ト（地山）。

一覧表№103 京都市内遺跡試掘調査報告平成29
年度 京都市文化市民局

2018.3

07 274
調査区の で土塁跡の 肩，GL-0.5～0.7ｍで遺
構面を検出し 。

一覧表№88 京都市内遺跡試掘調査報告平成19
年度 京都市文化市民局

2008.3

07 275
調査区の で土塁跡の 肩，GL-0.6ｍで遺構面を
検出し 。

一覧表№89 京都市内遺跡試掘調査報告平成19
年度 京都市文化市民局

1984.3

98 337 表土 下 地山とな ，遺構・遺物と できず。
一覧表№64 京都市内遺跡試掘調査概報平成10
年度 京都市文化市民局

1999.3

05 208 御本寺西 を る濠の西肩 を検出。
「 -2山 本 寺跡№80」 京都市内遺跡試掘
調査報告平成17年度 京都市文化市民局

2006.3

04 170
土塁 でに 平 れている ，下 に
っていることを確認。 掘を 。

一覧表№77 京都市内遺跡試掘調査概報平成16
年度 京都市文化市民局

2005.3

12S342
2 調査に る遺構 を確認。一 を いて
遺構面 に遺 していることを確認。

一覧表№96 京都市内遺跡試掘調査報告平成24
年度 京都市文化市民局

2013.3

08S103
GL-0.4ｍで 地層， な遺構・遺物なし。 に
平

「 -3山 本 寺跡№85」 京都市内遺跡試掘
調査報告平成20年度 京都市文化市民局

2009.3

81RT016 盛土・ 土のみ。
京都市内遺跡試掘・立会調査報告昭和56年度
京都市埋蔵文化財調査セ ー・財団法人京都
市埋蔵文化財研究所

1982.3

91試掘
（91RT- 001）

土塁と の 。
「山 本 寺跡」 京都市内遺跡試掘立会調査
概要平成 年度 京都市文化観光局

1995.3

02S414
GL-2.0 以 ，現代盛土，遺構面 の下に遺 。

度 ，遺構 の ない。
一覧表№13 京都市内遺跡試掘調査報告平成15
年度 京都市文化市民局

2003.3

89RT021

99S241

GL-0.5ｍにて東西 み溝。

GL-0.2～-0.4ｍで焼土な を含む の土坑を検出。
９・10年度に 掘し 土塁の きを 。

京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度
京都市観光局

「 山 本 寺跡」 京都市内遺跡試掘調査報
告平成11年度 京都市文化市民局

1991.3

2000.3

96S273
GL-0.5ｍで焼土 中世～ 世の土器・ を含む
地層。

一覧表№64 京都市内遺跡試掘調査概報平成8
年度 京都市文化市民局

1997.3

05S640
地中 東 で山 本 寺跡の溝， を検

出。 掘調査を る。

一覧表№101 京都市内遺跡試掘調査報告平成18
年度 京都市文化市民局 2007.3

一覧表

P20～

一覧表・
11 調査

一覧表・
２ 調査区
一 掘

P58～

一覧表

一覧表

P19～

２

４

５

６

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

88RT038 GL-1.6ｍにて室町 期の土坑４。
一覧表 京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元
年度 京都市観光局

1991.3

14S612

GL-0.8ｍで 14ｍ以 ， ｍの溝を確認。焼
土と を含 で ，出土し 土器な ら山 本
寺跡に 遺構と られる。遺構面 に遺
していること ら， の 西 に いて
掘調査を 。 れ以外の 所に して ， 27年

度詳細分布調査報告 を 。

一覧表№95 京都市内遺跡試掘調査報告平成27
年度 京都市文化市民局

2019.3

13 247
GL-0.7ｍで地山。山 本 寺期の遺構を確認。 掘
調査を 。

一覧表№109 京都市内遺跡試掘調査報告平成25
年度 京都市文化市民局

2014.3 一覧表・
19 調査

2015.313S569 GL-2.0 以 まで 。
一覧表№14 京都市内遺跡試掘調査報告平成26
年度 京都市文化市民局

18S219
現代 以下，GL-1.2～2.0ｍで 堆積を確認。

な遺構・遺物なし。
一覧表№138 京都市内遺跡試掘調査報告平成30
年度 京都市文化市民局

2019.3内寺内

84RT053 GL-0.45ｍにて 世の土坑10。
一覧表 京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和59
年度 京都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化
財研究所

1985.3

20 644
GL-0.4 ～ -0.6ｍで 地土，-0.6 ～ -0.8ｍでオリー
ブ褐色 トの地山に る。東西方向の溝， ，土
坑， な を確認。 掘調査を 。

2022.3

一覧表

一覧表・
26 調査

20

21

22

23

24
25

06S464
GL-1.6ｍ以下， の 堆積，外 土塁の
確認できず。

一覧表№102 京都市内遺跡試掘調査報告平成18
年度 京都市文化市民局

1985.3

外寺内

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

内寺内

内寺内

外寺内

外寺内

御本寺

一覧表

一覧表・
22 調査

一覧表・
15 調査

一覧表№270 京都市内遺跡試掘調査報告令和
年度 京都市文化市民局

P26～・
9 調査

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

試掘調査一覧

96 473
本 寺の土塁の ，焼土層，路面 ， に
寺内町の と遺跡 の区 の な
遺構を検出。 掘調査を る。

1991.3
一覧表・
6 調査

一覧表№17 京都市内遺跡試掘調査概報平成９
年度 京都市文化市民局

24

外寺内

外寺内

外寺内

外寺内

外寺内

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

表４　試掘調査一覧表
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図79　詳細分布（立会）調査位置図（1：4,000）
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80RT027 外寺内
表土下，120㎝近現代層，下層は茶褐色土の無遺物層。
遺構・遺物の検出なし。

「京都市内遺跡試掘・立会調査概報昭和55年度」
京都市埋蔵文化財調査センター・財団法人京都
市埋蔵文化財研究所

1981.3 一覧表

95RT389 外寺内
地表下0.65ｍで包含層，土師器片。-1.35ｍ以下，に
ぶい黄褐色粘土の無遺物層。

「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成８年度」
京都文化市民局

1997.3 一覧表

12RT338 巡回時，工事終了。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成24年度」
京都市文化市民局

2013.3外寺内 一覧表

19RT501 GL-0.55ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和２年度」
京都市文化市民局

2021.3

85RT060 盛土のみ。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和60年度」
京都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1986.3

11RT324 GL-0.55ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成24年度」
京都市文化市民局

2013.3

01RT366 内寺内 GL-0.7ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡立会調査概報平成14年度」
京都市文化市民局

2003.3

外寺内

外寺内

外寺内

96RT417 GL-0.8ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成９年度」
京都文化市民局

1998.3内寺内

88RT042 盛土のみ。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度」
京都市観光局

1991.3内寺内

13RT245
GL-1.5ｍで褐色砂泥を検出。遺構・遺物は検出でき
ず。

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成25年度」
京都市文化市民局

2014.3内寺内

15RT005 GL-1.9ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成28年度」
京都市文化市民局

2017.3

03RT335 GL-0.56ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡立会調査概報平成16年度」京都
市文化市民局

2005.3

97RT034
№１・２・５～８：-0.13ｍ以下路面，整地層。
№８：-0.58ｍで土坑（すさ入り焼土，砥石），
-0.6ｍ以下，黒褐色砂泥・砂礫の無遺物層。

「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成９年度」
京都文化市民局

1998.3

17RT335 外寺内 GL-0.25～0.37ｍで暗灰黄色泥砂。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成29年度」
京都市文化市民局

2018.3

内寺内

外寺内

内寺内
～御本寺

08RT042

85RT075

07RT305

GL-0.14ｍまで現代盛土。

南への落込み有。北肩口の可能性あり。

GL-0.27ｍまで現代盛土。

「京都市内遺跡立会調査概報平成20年度」京都
市文化市民局

未報告

「京都市内遺跡立会調査概報平成19年度」京都
市文化市民局

外寺内

外寺内

外寺内

2009.3

2008.3

未報告 未報告

10RT241 GL-0.75ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成22年度」
京都市文化市民局

2011.3

15RT117 GL-0.2ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成27年度」
京都市文化市民局

2016.3

外寺内

外寺内

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 15RT199 GL-0.27ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成27年度」
京都市文化市民局

外寺内 2016.3 一覧表

11RT220
№２：-1.05ｍ以下暗褐色砂礫の地山，№３：-0.5ｍ
時期不明の土坑。

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成23年度」京
都市文化市民局

2012.3

84RT081 検出できず（GL-0.53ｍで黄灰色粗砂の礫）。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和60年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1986.3

外寺内

外寺内

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

16RT534 GL-0.3ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成29年度」京
都市文化市民局

2018.3外寺内

16RT544 GL-0.14ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成29年度」京
都市文化市民局

2018.3外寺内

16RT100 GL-0.4ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成28年度」京
都市文化市民局

2017.3 一覧表外寺内

79RT313 遺構・遺物なし。掘削底面浅い。
「京都市内遺跡試掘・立会調査概報昭和54年度」
京都市文化観光局文化財保護課

1980.3外寺内

88RT013 検出できず。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和63年度」京
都市観光局

1990.3

一覧表

一覧表

06RT518 GL-0.3ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡立会調査概報平成19年度」京都市
文化市民局

2008.3

11RT327
GL-1.45ｍで暗灰黄色砂泥を検出。遺構・遺物は検出
できず。

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成24年度」京
都市文化市民局

2013.3

外寺内

外寺内

外寺内

一覧表

一覧表

82RT058
GL-1ｍで褐灰色泥砂（径１～５㎝大の礫入る），
-1.5ｍで黄褐色砂礫。遺構・遺物なし。

未報告 未報告 未報告外寺内

86RT033
GL-0.1ｍ以下時期不明の路面３，-0.34ｍにて室町，
時期不明の土坑各１。

「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和61年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1987.3外寺内 一覧表

91RT109 御本寺 巡回時，工事終了。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成３年度」京
都市観光局

1997.3 一覧表

19RT320 GL-0.55ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和元年度」京
都市文化市民局

2020.3御本寺 一覧表

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

立会調査一覧１
表５　詳細分布（立会）調査一覧表１
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20RT417 御本寺 GL-0.9ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和２年度」
京都市文化市民局

2021.3 一覧表

20RT052 跡土塁の 面観 。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和２年度」
京都市文化市民局

2021.3 一覧表

05RT252 GL-0.15ｍ山 本 寺の土塁。
「京都市内遺跡立会調査概報平成17年度」京都
市文化市民局

2006.3 一覧表

81RT008 表土下0.85ｍにて室町 期， 戸 期の包含層。
「京都市内遺跡試掘・立会調査概報昭和56年度」
京都市埋蔵文化財調査セ ー・財団法人京都市
埋蔵文化財研究所

1982.3

83RT057
GL-0.3ｍ包含層，-0.9ｍでオリーブ褐色泥砂の無遺
物層。

「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和58年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1984.3

13RT155 GL-1.45ｍ時期不明の み。。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成25年度」京
都市文化市民局

2014.3

05RT021

№ 41.42ｍ時期不明の包含層（土師器）№２
41.72ｍ山 本 寺に る焼土層， 41.64ｍ

山 本 寺に る室町 期の 地層（土師器皿，
，焼 陶器甕）。

「京都市内遺跡立会調査概報平成18年度」京都市
文化市民局

2003.3

89RT005 GL-1.19ｍにて時期不明の包含層。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度」京
都市観光局

1991.3

12RT370 GL-1.35ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成24年度」京
都市文化市民局

2013.3

08RT257
№ BM-0.5ｍ室町 の包含層（土師器），山 本
寺期の 地層，№６ BM-1.47ｍ以下褐色砂泥の地山。

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成21年度」京
都市文化市民局

2010.3

86RT010 GL-0.37ｍにて室町 の み東西溝。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和62年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1988.3

97RT210 GL-0.7ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成９年度」京
都文化市民局

1998.3

97RT199 GL-1.4ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成９年度」京
都文化市民局

1998.3

82RT002

18RT002

20RT274

確認，盛土のみ。

GL-0.38ｍで黄 色砂泥，-0.48～-0.6ｍで明黄褐色砂
泥（ 含）の時期不明包含層。

「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和57年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成30年度」京
都市文化市民局

「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和２年度」京
都市文化市民局

内寺内

1984.3

2008.3

2019.3

20RT275 GL-0.6ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和２年度」京
都市文化市民局

2021.3

86RT061 GL-1.16ｍにて時期不明の土坑 。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和62年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1988.3

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

P45～

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53 00RT055 GL-0.43ｍ室町の土坑（土師器皿，陶器 ，平 ）
「平成12年度京都市内遺跡立会調査概報」京都市
文化市民局

2001.3 一覧表

18RT367 GL-0.85ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成30年度」京
都市文化市民局

2019.3

16RT546

GL-0.4ｍで褐色泥砂（時期不明包含層），-0.63ｍで暗
オリーブ褐色泥砂（時期不明包含層），-0.81ｍでオリ
ーブ褐色 ト，-0.98ｍでオリーブ褐色粘 ト，
-1.38～1.58ｍで暗オリーブ褐色礫 泥砂（地山）

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成29年度」京
都市文化市民局

2018.3

一覧表

一覧表

一覧表1982.381RT045 盛土のみ。
「京都市内遺跡試掘・立会調査概報昭和56年度」
京都市埋蔵文化財調査セ ー・財団法人京都市
埋蔵文化財研究所

85RT057 検出できず。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和60年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1986.3外寺内 一覧表

10RT195 GL-0.75ｍ時期不明の包含層（土師器皿）。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成22年度」京
都市文化市民局

2011.3

15RT205
27年 掘調査で確認している室町の （ 229）の

を検出。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成27年度」京
都市文化市民局

2016.3

一覧表

一覧表

16RT230

№14：GL-0.7ｍで灰黄色 トの 土，-0.79ｍ
暗灰色砂泥（ 含，土 化），-0.8～-1.6ｍ
暗オリーブ色 トを切って灰オリーブ色 トの時
期不明 ット。№16：GL-1.05ｍで黄褐色 ト（
， 含）を切って灰黄褐色粘 土（礫，焼土，
化物 含）の室町土坑（土師器皿），この土坑を

切って灰黄褐色粘 土（礫，焼土， 化物 含）の
時期，不明土坑，-1.8～-1.93ｍで黄褐色砂礫の地山。

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成28年度」京
都市文化市民局

2017.3 一覧表

54

55

56

57

58

59

60

GL-0.67ｍで灰オリーブ泥土の 土，-0.84～-0.97
ｍでに い黄褐色泥砂の時期不明包含層。

一覧表

98RT196 GL-0.68ｍで 土。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成10年度」京
都文化市民局

1999.3 一覧表

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

御本寺

61

御本寺1962立会 方向の み溝，暗 ， 方向の土塁。
「27.山 本 寺跡」 東 に

埋蔵文化財 掘調査報告 文化 会
1965.3 P168～

88RT005
京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和63年度

京都市観光局
御本寺 1990.3GL-1.3ｍで東西方向 み溝を確認。 P17～

立会 55 へ追加OK

62

立会調査一覧２
表６　詳細分布（立会）調査一覧表２
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註

１）この時期はまだ，大津に本山である親鸞影像があり，大津が「本願寺」と呼ばれていた。本山交代に

　　ついては未解明であるとのことだが，しかしこのような政権者の行為は，宗徒以外にも，竣工まぢか

　　の坊舎が本願寺派の本山になるということを知らしめることとなったと考えられている。（神田千里

　　『蓮如』日本史リブレット人041　山川出版，2012）。

２）『大日本古記録　二水記　四』　東京大学史料編纂所編　岩波書店，1997。

３）１石は一反。太閤検地後は１反が300坪（約1000㎡）。よって，20石×1000㎡＝20000㎡ほど。

　　現状の山科本願寺の寺域は南北約１㎞，東西約0.8㎞＝800000㎡。回復した寺領は，現在想定して

　　いる包蔵地の大きさの1/40程の規模と考えられる。

４）中村武生「山科本願寺・寺内町跡の近世・近代」『戦国の寺・城・まち』法藏館，1998。

５）福島克彦「山科本願寺跡と武家政権」『戦国の武将と城　小和田哲男先生古稀紀念論集』小和田哲男先

　　生古稀紀念論集刊行会，2014。

６）図35：京都府教育委員会『京都府遺跡地図　史跡・名勝・天然記念物および埋蔵文化財包蔵地所地地

　　図』第４分冊，1972。

　　図36：京都市『京都市遺跡地図台帳　史跡・名勝・天然記念物および埋蔵文化財包蔵地所在地図　昭

　　和47年８月１日現在』，1972。

７）図37：京都市『京都市遺跡地図台帳　史跡・名勝・天然記念物および埋蔵文化財包蔵地所在地図　昭

　　和49年７月１日現在』，1974。

　掲載　
地図№ 立会№ 区域 概要 掲載報告書 発行年 掲載状況

84RT005 内寺内 GL-0.35ｍ以下，時期不明の流れ堆積。
「京都市内遺跡試掘立会調査報告昭和59年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1985.3 一覧表

86RT070 GL-0.85ｍにて時期不明の包含層。
「京都市内遺跡試掘立会調査報告昭和62年度」京
都市観光局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所

1988.3 一覧表

90RT032 GL-0.78ｍにて室町の土坑。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成２年度」京
都市観光局

1992.3 一覧表

98RT313 GL-0.3ｍ以下，暗褐色粘土の地山。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成10年度」京
都文化市民局

1999.3

96RT222
地表下0.3ｍで中世の包含層，土師器皿，陶器甕，
-0.44ｍで東西方向の溝（時期不明），-0.7ｍ以下暗
褐色砂泥の無遺物層。

「平成８年度京都市内遺跡試掘立会調査概報」京
都文化市民局

1997.3

19RT344 GL-0.7ｍまで盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告令和元年度」京
都市文化市民局

2020.3

15RT168
GL-0.26ｍまで盛土，-0.4ｍまで灰黄褐色泥砂の時期
不明の包含層，-0.43ｍまでオリーブ褐色泥砂の地山。
この層を切って時期不明土坑（土師器皿）。

「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成27年度」京
都市文化市民局

2016.3

83RT061
Ⅰ-６・10区にて室町時代の土塁とセットとなる外濠，
井戸，土坑を確認。埋土に焼土を含む。 

「昭和59年度京都市埋蔵文化財調査概要」財団
法人京都市埋蔵文化財研究所

1987.3

89RT032 盛土のみ。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度」京
都市観光局

1991.3

95RT092
№４：地表下2.5ｍでオリーブ褐色砂礫の無遺物層を
切って室町の土坑，№５：-2.95ｍ以下流れ堆積。

「平成８年度京都市内遺跡試掘立会調査概報」京
都文化市民局

1997.3

11RT125 GL-0.82ｍまで現代盛土。
「京都市内遺跡詳細分布調査報告平成23年度」京
都市文化市民局

2012.3

97RT228 GL-0.68ｍで東西溝，古墳期らしい土師器。
「平成９年度京都市内遺跡試掘立会調査概報」京
都文化市民局

1998.3

09RT073 BM-1.24ｍで褐色砂泥を検出。遺構・遺物確認できず。
「京都市内遺跡立会調査概報平成19年度」京都
市文化市民局

2008.3

98RT402
№６：GL-0.41ｍで路面，№10：-0.7ｍで黄褐色泥砂
の地山を切って流路の東肩。

「平成10年度京都市内遺跡試掘立会調査概報」京
都文化市民局

1999.3

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

P137～

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

一覧表

68

69

70

71

72

73

74

75

76

63

64

65

66

67

内寺内

内寺内

内寺内

内寺内

内寺内

外寺内

外寺内
～内寺内

内寺内

内寺内

内寺内

内寺内

外寺内

88RT002 GL-0.2ｍ以下，流れ堆積。
「京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和63年度」京
都市観光局

1990.3御本寺 一覧表

77

立会調査一覧３

外寺内
～内寺内

表７　詳細分布（立会）調査一覧表３
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８）「山科寺内町の遺跡‐山科における史跡の保存調査‐」『京都市文化観光資源調査会報告書』京都市文

　　化観光局，1976。

９）図38：京都市『京都市遺跡地図台帳　昭和61年』，1986。

10）『戦国の寺・城・まち-山科本願寺と寺内町-』山科本願寺・寺内町研究会　法藏館，1998，『本願寺

　　と山科二千年』山科本願寺・寺内町研究会　法藏館，2003。

11）図39：京都市『京都市遺跡地図台帳　平成15年』，2003。

12）図40：京都市『京都市遺跡地図台帳　平成19年』，2007。

　　 図41：京都市『京都市遺跡地図台帳　平成28年』，2016。

13）橋川正「第五　山科本願寺及其遺址」『京都府史蹟勝地調査會報告　第七冊』京都府，1926。

14）井口尚輔「中世城郭伽藍” 山科本願寺”」『日本歴史』265，1970。

15）岡田保良・浜崎一志「山科寺内町の遺跡調査とその復原」『国立歴史民俗博物館研究報告第８集』国

　　立歴史民俗博物館，1985。

16）『山科分布調査概報復刻版　第１次〜第５次』橘大学考古学研究同好会，2008。

17）『京都橘大学文化財調査報告2009』京都橘大学文学部，2010。『京都橘大学文化財調査報告　2010

　　年』京都橘大学文学部，2011。

18）百瀬正恒「山科本願寺・寺内町の都市構造‐発掘調査などの成果から‐」『本願寺と山科二千年』法

　　藏館，2003。３事例の調査成果を基に，百瀬氏が，町の構造について言及している。百瀬氏は文中

　　で石組溝が暗渠であることを前提としているが，報告書では，あくまで遺物の出土状況から暗渠であ

　　る可能性が指摘されている事例があるのみで，暗渠構造は確認されていない。

19）岡田保良・浜崎一志「山科寺内町の遺跡調査とその復原」『国立歴史民俗博物館研究報告』第８集，

　　国立歴史民俗博物館，1985。

　　山科本願寺１・２次調査の出土遺物の一部が，京都大学にて保管・管理されていたため，京都大学の

　　協力を得，資料の見学を行った。これを機に大学と協議を行い，京都大学及び調査関係者が保管し

　　ている遺物や図面などの資料について，2022年４月以降は，京都市文化財保護課にて保管・管理す

　　ることとなった。

20）「Ⅳ　山科本願寺跡」『京都市内遺跡発掘調査報告　平成23年度』京都市文化市民局，2012。

21）平安京左京六条二坊五町跡・猪熊殿跡・本圀寺跡SD166上層

　　　　：「平安京左京」六条二坊五町跡・猪熊殿跡・本圀寺跡」『昭和 54年度京都市埋蔵文化財調査概要』

　　　　　財団法人京都市埋蔵文化財研究所，2012。

　　　 左京五条三坊九町跡 SK８-18 資料

　　　　：「14．左京五条三坊（１）」『昭和 56年度京都市埋蔵文化財調査概要（発掘調査編）』財団法人京

　　　　　都市埋蔵文化財研究所，1983。

参考文献

『京都市の地名』（『日本歴史地名大系』第27 巻）　平凡社，1979 。

『史料　京都の歴史』第11巻　山科区　平凡社，1988。

『戦国の寺・城・まち-山科本願寺と寺内町-』山科本願寺・寺内町研究会　法藏館，1998。

『本願寺と山科二千年』山科本願寺・寺内町研究会　法藏館，2003。

『皇太后の山寺－山科安祥寺の創建と古代山林寺院』　柳原出版株式会社，2007。
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Ⅲ．発掘調査の成果

先述の通り調査対象地は，それぞれ宗主空間北側，土塁，御影堂想定地であり，調査目的も異な

る。このため以下では，調査目的ごとに区分し各調査を報告する。混乱を避けるため，既存調査の

遺構番号・遺構の種別を踏襲する。また必要に応じて，既存報告名に次数を加え（次数＋既報告遺

構名）て，個々を判別する。

１．遺　構

（１）宗主空間北側（23次駐車場部分）

調査地は奥田家東側の駐車場部分（23次調査１

区）にあたり，宗主空間の北端に位置する。以下，

主要遺構について報告する。なお調査地の都合上，

反転にて調査（北西側：１区，南東側：２区）を

行った。

基本層序は，アスファルト・砕石・現代盛土の

下，厚さ0.2〜0.4ｍの近世包含層を挟み，GL-0.6ｍ

で整地土と考えられる暗褐色粘質土ブロックや炭化

物が混じる黒褐色粘質土，GL-0.8〜-0.9ｍで小礫混

じりの黒褐色粘質土や灰黄褐色粘質シルトの地山

に至る。整地土と考えられる堆積土は，調査区の北西部に部分的にしか確認できず，面的に広がり

を確認することはできなかった。このため，整地土部分は層位関係の把握に留め，地山上面で遺構

検出を行なった。遺構検出面の標高は，北壁で標高41.58ｍ，南壁で41.38ｍと，北から南に緩や

かに傾斜している。

検出した遺構は，土坑，柵，落込み（下層落込み），柱穴のほか，ピットなどである。先述した

が，北壁沿いの一部で整地土を確認し，この上面で土坑１〜３を検出している。また壁断面のみで

図80　23次　調査地位置図（1：2,400）

室町時代

江戸時代～近代 土坑１～３

整地土，柵１～３，土坑42・43，ピット群

室町時代以前 下層落込み
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主
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阿
弥
陀
堂

25次

27 次

調査地
奥田家

表８　遺構概要表（23次駐車場部分）
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の確認となったが，西壁断面にて整地土（図83‐11層）を切り込む柱穴（図83‐9・10層）が確

認できることから，調査区北側の一部の本来の遺構面は，整地土を挟んで２面存在していたと考え

られる。しかし整地土の遺存範囲が狭く，遺構検出は整地土下にあたる小礫混じりの黒褐色粘質土

や灰黄褐色粘質シルトの上面で行った。

　土坑１～３　調査区北西部で検出した土坑である。部分的に残る整地土の上面にて成立すると

確実に判断できる遺構である。土坑１は南北1.6ｍ，東西1.2ｍ以上の方形で，深さ0.4ｍである。

断面は緩やかな逆台形で，埋土は上下層に区分でき，上層はにぶい黄褐色粘質土，下層は拳大の礫

を多く含む灰黄褐色粘質土である。土坑２は土坑１の東側に位置する。南北0.9m，東西0.8mの方

形で，深さ0.2〜0.25mである。埋土は拳大の礫が混じるにぶい黄色粘質土である。土坑３は土坑

２の北西隅に重複する土坑である。直径0.5〜0.6mで，深さ0.3mである。埋土は拳大の礫を多く

含む浅黄色粘質土である。いずれの埋土にも拳大の礫が多く入る。

　土坑 42・43　調査区北壁中央部に並ぶ２基の土坑で，東側が土坑42，西側が土坑43である。土

坑42は南北0.8ｍ以上，東西1.3ｍの不整形な方形で，深さ0.5ｍである。断面は逆台形で，埋土

は土器や炭化物を多く含む灰黄褐色粘質土である。土坑43は南北1.0ｍ，東西0.9ｍのやや不整形

な円形で，深さ0.5ｍである。断面は逆台形で，埋土は炭化物や焼土片を含むにぶい黄褐色粘質土

Y=-17,408 Y=-17,404

X=-112,788

X=-112,784

X=-112,790

X=-112,786

Y=-17,406

Y=-17,402
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整地土

下層落込みａ

ｂ

２区1 区
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０ ２ｍ

土坑１

土坑３ 土坑 42

土坑 43

柱穴 35

柱穴 30

柱穴 40
柱穴 13
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柵１

柵２

柵３

土坑 46

柱穴 62
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柱穴 63

柱穴 65

柱穴 64
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柱穴 16 柱穴 67

土坑２

ａ

ｂ
土坑 42

図81　23次　調査区平面図（１：80）
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1　10YR7/4 にぶい黄橙色粘質土【柱穴 9】
2　10YR7/4 にぶい黄橙色粘質土【柱穴 13】
3　10YR7/3 にぶい黄橙色粘質シルト（締りなし）【柱穴 40】
4　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（小礫混じる）【柱穴 40】
5　10YR7/3 にぶい黄橙色粘質シルト（締りなし）【柱穴 30】
6　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（小礫混じる）【柱穴 30】

1　10YR7/3 にぶい黄橙色粘質シルト（締りなし）【柱穴 35】
2　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（小礫混じる）【柱穴 35】
3　10YR7/3 にぶい黄橙色粘質シルト（締りなし）【柱穴 30】　
4　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（小礫混じる）【柱穴 30】

1　10YR6/2 灰黄褐色粘質土【土坑 42】
2　10YR5/3 にぶい黄褐色粘質土（炭化物・焼土片含む）
       【土坑 43】

1　10YR6/2 灰黄褐色粘質土【土坑 42】
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 7 　10YR3/2 黒褐色粘質土（小礫混じる）【下層落込み】
 8 　10YR3/2 黒褐色粘質土（砂礫少量混じる）【下層遺構】
 9　 10YR6/4 にぶい黄橙色粘質シルト（小礫混じる）
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である。両土坑とも遺物が確認できるが，特に土坑42からはまとまって出土している。埋土は単

層であるが，上部に多くの遺物が確認できる傾向がある。

柵１～３　柵１は調査区の北東部，東壁沿いに位置する南北方向の柵（柱穴30・35）と考えら

れる。柱間は2.6m。両柱穴とも掘方と柱痕跡が確認できる。柵２は調査区の中央部で検出した３

間以上の柵（柱穴9・13・40・30）である。柱間は柱穴９－13間は1.3ｍ，柱穴13－40間は

2.1m，柱穴40－30間は1.8ｍと不揃いである。柱痕跡や根石が確認できるものもある。柵３は調

査区の中央部やや南で検出した３間以上の柵（柱穴16・67・53・61）である。柱間は1.8mと等

間隔である。柱痕跡が確認できるものもある。

下層落込み　調査区の北西から南東方向にのびる落込みである。平面形は溝状にもみえるが，肩

部は不定形で，幅４〜6m，深さ0.4〜0.9mである。断面は逆台形と認められるか所があるが，一

様ではない。埋土は西側の方が厚く，東側の方が薄い。埋土は西壁では少なくとも３回の作業単位

が確認できるが，東壁では１回分しか確認できない。埋土は基本，小礫の混じる黒褐色粘質土で，

一部地山に似た小礫を含む褐色粘質土が確認できるが締りがなく，確認できる小礫の並びに規則

性は見いだせない。小礫自体も角があるものや丸いものなど多様で，どの層も自然堆積とは考えに

くいため，人為的に埋められたものと考える。底の標高は西壁沿いで41.6m，東壁沿いで40.9mと

やや東に下る。このため，谷や落込みなど，もともとの地形を整地作業の一環として人為的に埋め

た可能性を検討したが，表層をめくると肩口がしっかりとしており，また確認した箇所の掘削底が

砂礫層（図83‐D・Ｅ層）で止まっていること，最下層に溝として機能していた時に生じる自然堆

積層が確認できなかったこと，対象地内で確認している地山が粘質土や粘質シルトなど（図83‐

Ａ〜Ｃ層），土塁構築土に適すると考えられる土であることから，土塁形成時に土取りとして利用

され，その凹みを埋めた痕跡の可能性がある。形状が溝状になっているのは効率向上のため，土塁

に沿って掘削をしたと考えられる。埋土にはわずかに弥生土器片が確認できたのみで，遺物はほぼ

含まない。

下層遺構　下層落込みの北肩口で確認した土層で，調査区東壁断面の31層（図83‐31層）に相

当する。上面の大半が下層落込みと重複しているため，平面検出時には確認できず，東壁の断割り

を行い断面観察により確認したが，平面形状は不明である。埋土は黒褐色粘質土で，小礫はほとん

ど含まない。このため下層落込みではなく，別遺構である可能性が高い。埋土から弥生土器の細片

がわずかに出土している。遺構の性格は不明である。

ピット群　調査区全体で41基の柱穴を確認した。段下げ後，必要に応じて半裁を行ったが，埋

土は単層で，遺構深度は浅いものが多い。遺物は細片で量も少なく，埋没時期の決定を行えるもの

は少ない。直線的に並ぶものについては柵（柵１～３）として復元を試みたが，今回の調査区内で

は，建物などを復元するには至らなかった。
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（２）現存土塁（23次測量部分・24次調査）
　現存土塁部分の調査は，２年度にわたり調査を

行なった。23次調査駐車場部分の北側に位置する

東西方向の現存土塁の平面測量および，既に設け

られた南北方向の切通し部分の表面を覆う腐植土

を除去し，東面と西面の一部で土層観察を行った。

23 次測量部分　東西約29ｍ，南北23ｍの範囲

を平面測量した。土塁上面には様々な樹木が生息

しており，その根や腐植土などにより一部改変さ

れている部分もあるが，概ね土塁の形状が把握で

きる。現状確認できる土塁の裾幅は17〜18ｍで

ある。頂部には幅1.8〜2.5ｍの人が行き交うことが可能な広さの平坦面が確認できる。主軸は約

10度北に振る。標高は46.7〜46.9ｍである。上面の平坦面北端より土塁北側裾部まで（土塁の外

側）の幅は7〜9ｍ，上面の平坦面南端より土塁南側裾部まで（土塁の内側）の幅は5〜6ｍとやや

北側が広い。断面観察を行なった部分の頂部では46.85ｍ，土塁内側の裾部で42.3ｍ，土塁外側の

裾部で41.85ｍと比高差は北側では約５ｍ，南側では約4.55ｍとなる。また断面より推測できる傾

斜角度は北側で35〜36度，南側で53〜54度である。

23 次東側断面観察　東面の断面観察では，土塁の構築土は概ね粘質シルトや粘質土に小礫が混

じる土で構成されている。しかし図86の30〜32層は均一な粘質シルトを主体とし，粗砂を混ぜ

た同質の土を15〜20㎝の厚さで積み，固く締めている。またこの堆積を境に土の堆積方向が変化

することから土塁の核（中心となる土台）である可能性がある。この核の外側に３〜５㎝大の礫を

多く含む層と２〜３㎝大の礫を含む層を斜め積みし，この後，核を覆うように反対側に，３〜５㎝

大の礫を多く含む層，その上に１〜３㎝大の礫を多く含む層，最後に，シルトを主体とした層を斜

め積みする。南側の裾付近である図86の７・８層は均質なにぶい黄色粘質シルトが主体であり，

堆積土の裾留めの役割をはたしていたと考えられる。それぞれの単位の厚みは60〜70㎝である。

これらの単位内でも下位から上位に向かい，大きい礫から細かい礫，シルトブロックの混ざる目の

細かい土へと変化する傾向があり，この単位も層厚が概ね20〜30㎝の３〜４層に区分できる。同

質の堆積土が重複している箇所もあったが，層に含まれる礫の堆積方向が異なることから，積み方

の一単位として区分した。
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表９　遺構概要表（23次測量部分・24次）

室町時代

江戸時代～近代 土塁外濠

土塁構築土

図84　23・24次　調査地位置図（1：1,200）
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23 次西側断面観察　西側の断面観察

では東壁同様，３〜５㎝大の礫を多く

含む層，その上に１〜３㎝大の礫を多

く含む層，最後にシルトを主体とした

層を斜め積みする。また，これらの単

位内でも下位から上位に向かい，大き

い礫から細かい礫，シルトブロックの

混ざる目の細かい土へと変化する傾向

があり，この単位の層厚は概ね20〜30

㎝に区分できる。全ての堆積が北から

南へと傾斜しており，土塁内側へ向

かって斜め積みされているものと考え

られ，核にあたる堆積は確認できな

かった。

　このほか図87の12層には土器細片

と少量の炭化物が確認できたが，この

他の堆積土からは遺物などは確認でき

なかった。

24次調査では23次東壁断面の北側

に続く形で，土塁北側の裾部から濠の

状況を確認するため，切通しに続く形で調査区（24次‐１区）を設けた。なお，24次‐１区の補

足調査として，土塁裾部分の一部を拡張し，平面確認を行った（24次‐２区）。また，現存土塁西

側の形状の把握と2007年の試掘調査成果を基に土塁外濠の規模を推定するための調査区（24次‐

３区）を設けた。

24 次‐1・2 区（土塁） 基本層序は，表土，近代盛土（図88‐１），近代盛土以前の旧表土（図

88‐６），切通し形成時に積まれた土塁崩落土１・２（図88‐７〜16），土塁崩落土３（図88‐17

〜21）及び土塁崩落土４（図88‐22〜24），土塁構築土（図88‐25〜30），地山（図88‐31〜

40）となる。なお土塁崩落土１・２は，切通し形成時に元の土塁を削平して生じたものも含まれて

いる。

　遺構検出は，近代盛土以前の旧表土上面（第１面）と土塁崩落土１・２を除去後（第２面）に

行った。第１面では調査区の中央に現存切通しから続く当初の切通しが埋まった痕跡を確認した。

第２面は土塁崩落土１・２を除去し，土塁崩落土３・４と土塁構築土を切り出した地山の形状を確

認した。切通しの掘削は土塁側では構築土より深く，地山（41.1ｍ）にまで達し，調査区中央部

（40.2ｍ）まで確認できた（図87）。調査中に土塁崩落土３・４を除去し，土塁形成時の形状を確

図87　23次　土塁西側断面図（１：100）
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1　2.5Y8/2 灰白色シルト（５～ 10 ㎝大の淡黄色シルトブロックが点在）　

2　10YR7/3 にぶい黄橙色粘質シルト（２～３㎝大の礫入る・締りあり）

3　2.5Y7/2 灰黄色砂礫（３～５㎝大の川礫・灰黄色粘質シルトが少し混じる）

4　2.5Y7/2 灰黄色砂礫（５～ 10 ㎝大の川礫）　

5　2.5Y7/2 灰黄色砂礫（10 ㎝大の川礫・灰黄色粘質シルトが混じる）

6　2.5Y6/2 灰黄色細砂混じり粘質シルト（２～３㎝大の礫多く混じる）

7　2.5Y6/2 灰黄色細砂混じり粘質シルト（２～３㎝大の礫混じる）

8　2.5Y8/4 淡黄色シルト（細砂混じる）

9　2.5Y8/4 淡黄色シルト（拳大のブロック状になったものが積み重なる）

10　2.5Y8/4 淡黄色シルト（細砂が混じり、拳大のブロック状になったものが積み重なる）

11　2.5Y6/4 にぶい黄色粘質土

12　2.5Y7/4 浅黄色粘質土シルト（２～３㎝大の礫・土器片と炭化物を含む）

13　2.5Y7/4 浅黄色粘質土シルト（２～３㎝大の礫多く含む）

14　2.5Y7/2 灰黄色粘質シルト（３～５㎝大の礫多く含む）

15　2.5Y7/2 灰黄色粘質シルト（２～３㎝大の礫多く含む）

16　2.5Y7/3 浅黄色砂礫（２～３㎝大の礫）

17　2.5Y7/3 浅黄色砂礫（５～ 10 ㎝大の礫）

18　2.5Y7/3 浅黄色砂礫（５～ 10 ㎝大の礫）

19     2.5Y7/2 灰黄色砂礫（２～３㎝大の礫）

20    2.5Y7/2 灰黄色砂礫（２～３㎝・５㎝大の礫）

21　2.5Y7/2 灰黄色砂礫（２～３㎝大の礫）

22　2.5Y7/2 灰黄色砂礫（２～３㎝大の礫）に 2.5YR7/2 灰黄色粘質シルトが混じる
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認した。土塁崩落土３はその断面形状から濠埋土の可能性があるものの，やや締まりのない小〜中

礫を多く含むにぶい黄色粘質土や灰黄色粘質土，その下はやや粘性のある灰黄色シルトとなる。今

回確認した濠埋土では，明確に滞水していた痕跡は確認できなかった。しかし最下層でやや粘性の

ある灰黄色シルトを確認したことから，この層以下で滞水の様子が確認できる可能性がある。
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　土塁裾部分にあたる調査区の南端では，表土の下，GL-0.3ｍで灰黄色シルトやにぶい黄色シルト

などの土塁構築土，-0.6ｍで灰白〜淡黄色の礫の地山を確認している。土塁裾部分では，地山の凹

部分に構築土（図88‐29・30）を充填し，地山とほぼ水平になった高さから，構築土をほぼ水平

に積んでいること（図88‐25〜28）を確認した。また今回確認した東壁では土塁構築土が確認で

きるが裾が抉られるような形状をしている。西壁では崩落土下は地山となり構築土は確認できて

おらず，様相が大きく異なる。このため１区の東側の土塁裾部分を拡張し，平面確認を行った（24

次‐２区）。結果，24次‐1区東壁の様相と同じく，土塁裾部分が抉られている状況が確認できた

ため，土塁裾部分は形成後，何らかの浸食を受けたと考えられる。

　土塁構築土下で確認した灰白〜淡黄色の礫や小礫を多く含む黄色シルトやにぶい黄色粘質土に

ついては，地山であるか明確に判別するため，断ち割り調査を行った。層序は上から下へ，小礫〜

礫，締まりのあるシルト，小礫と粘質土，礫と粘質土，シルトになる。締まりのあるシルトの上面

には５〜15㎝の凹凸が見受けられ，上位層の礫が入り込んでいたことから，礫堆積時の浸食の痕

と考えられる。この礫については，石粒の堆積方向から大きく４層に区分でき，それぞれの石面は

概ね揃っている。この礫層自体は流れの強い河川堆積の結果と考えられる。この地は土塁形成以前

にも礫が厚く堆積するほどの強い流れがあったと考えられることから，土塁裾部分が北東から西

に向かって大きく抉られている要因も，何らかの強い流れによるものの可能性がある。

24 次‐３区（土塁外濠） 土塁頂部から濠想定部分にかけて，土塁の形状を確認するために設定

した調査区である。土塁部分は，厚さ0.1〜0.25ｍの表土直下で，土塁構築土を確認した。当該区

は，形状把握が主目的の為，土塁構築土の掘削は行っていない。また土塁裾から濠想定部分につい

ては，表土，現代盛土の下，GL-2.4ｍ（38.4ｍ）で鉄分沈着のある灰オリーブ色粘質シルト，-2.5

ｍ（38.3ｍ）で灰オリーブ色粘質シルト，-3.0ｍ（37.8ｍ）で細砂が混じる灰オリーブ色粘質シ

ルトを確認し，-3.18ｍ（37.65ｍ）まで同層を確認した。安全管理上から，これ以下の掘削を取

りやめた。濠部分では旧表土が途切れ，鉄分沈着のある灰オリーブ色粘質シルトとなる。東壁断面

では南端に木杭の痕跡が確認できた。護岸のための杭の可能性がある。土塁裾を確認するため，一

部断ち割りを行った結果，40.85ｍ以上では締まりのある黄色シルトの土塁構築土，40.85ｍ以下

はにぶい黄色粘質土やシルトの地山を確認した。またこの構築土と地山が確認できた箇所の傾斜

はきつく，平面でも傾斜角度の変化点を41.05ｍ地点で確認できる。この変化点が土塁と濠の境と

考えられる。今回の土塁頂部は47.6ｍ，土塁裾は41.05ｍとすれば，土塁高は6.55ｍである。ま

た，濠の底まで確認することはできなかったが，濠の深さは3.4ｍ以上あると考えられ，土塁頂部

から現状確認した濠底までの比高は9.95ｍ以上となる。土塁構築土の傾斜は35度である。土塁南

斜面である奥田家庭側の土塁は後世の作庭の影響で，段造成されており，やや土塁の形状が崩れて

いる。頂部には幅2.3ｍほどの人が行き交うことが可能な広さの平坦面が確認できる。

　平成19年度に行った試掘調査１）では，土塁の外濠北肩を検出している。土塁の外濠北肩は地山

上面に堆積する無遺物の灰オリーブ泥砂を切り込んで形成されている。当時のKBMに標高をあた

え，今回の調査成果と勘案すると，検出高が41.0ｍとなり，また濠の想定幅は11.4ｍと考えられ
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る（図91）。この調査成果を基に想定した土塁と濠の境と考えられる変化点の標高は41.05ｍであ

り，試掘調査で検出した濠の検出高と近しい値を示すことからも，断面，平面で確認できた傾斜角

度の変化点は，土塁と濠の境であることが追認できる。

5

6

7

2
3

4

1
表

土

旧
表

土

旧
表

土

現
代

盛
土

奥 田 家 側

47
.0

m

46
.0

m

45
.0

m

44
.0

m

43
.0

m

42
.0

m

41
.0

m

48
.0

m

40
.0

m

39
.0

m

38
.0

m

X=
-1
12
,7
68

X=
-1
12
,7
72

X=
-1
12
,7
80

X=
-1
12
,7
76

N

S

０
５
ｍ

１
　

2.
5Y

8/
6黄

色
シ

ル
ト（

や
や

締
ま

り
あ

り
）【

土
塁

構
築

土
】

２
　

5Y
4/

2灰
オ

リ
ー

ブ
色

粘
質

シ
ル

ト（
細

砂
少

し
入

る
・

鉄
分

沈
着

あ
り

）【
濠

埋
土

】
３

　
5Y

4/
2灰

オ
リ

ー
ブ

色
粘

質
シ

ル
ト（

テ
ィ

ー
カ

ッ
プ

あ
り

）【
濠

埋
土

】
４

　
5Y

4/
2灰

オ
リ

ー
ブ

色
粘

質
シ

ル
ト（

粘
性

強
い

・
細

砂
少

し
入

る
）【

濠
埋

土
】

５
　

杭
痕

跡
６

　
2.

5Y
6/

3に
ぶ

い
黄

色
粘

質
土（

小
礫

入
る

・
下

に
行

く
ほ

ど
礫

混
じ

ら
ず

）【
地

山
】

７
　

2.
5Y

6/
3に

ぶ
い

黄
色

シ
ル

ト（
締

ま
り

あ
り

）【
地

山
】

図
90

　
24

次
‐

３
区

　
東

壁
断

面
図

（
１

：
10

0）



－60－－60－

０
５
ｍKB
M
±
0

※
 K

BM
＝

42
.0

21
m

41
.0

m

42
.0

m

40
.0

m

39
.0

m

38
.0

m

40
.0

m

39
.0

m

38
.0

m

濠

石
組
井
戸

礎
石

平
成
19
年
度
試
掘
調
査

濠
想
定
範
囲

濠
想
定
範
囲

X=
-1
12
,7
70

X=
-1
12
,7
78

Y=
-1

7,
44

0

X=
-1

12
,7

70
X=

-1
12

,7
78

S
S

24
次
調
査
３
区

表
土

現
代

盛
土

奥 田 家 側
47

.0
m

46
.0

m

45
.0

m

44
.0

m

43
.0

m

42
.0

m

41
.0

m

47
.0

m

48
.0

m
48

.0
m

46
.0

m

45
.0

m

44
.0

m

43
.0

m

S
N

現
代

盛
土

濠

濠
想
定
範
囲

S
SS

図
91

　
24

次
調

査
と

平
成

19
年

度
試

掘
調

査
の

合
成

図
（

１
：

20
0）



－61－

（３）御影堂想定範囲（25・27次調査）

　調査地は，御影堂想定範囲にあたる。調査区は，御影堂の東辺中央部（25次調査），南辺中央部

（27次調査）と想定できる範囲に設定した。また27次調査については，令和３年度に調査を実施

したため，本報告以外の既存報告はない。以下，順に報告する。

御影堂想定範囲の東辺中央部（25 次調査）

　基本層序は，アスファルト・現代盛土，旧耕土や

床土の下，厚さ0.2〜0.5ｍの近世包含層を挟み，

GL-0.8ｍで黒褐色粘質土や灰黄褐色粘質土の整地

土，-1.8ｍで浅黄色シルトの地山に至る。ただし整

地土は調査区の北半のみに広がっており，南半では

確認できず，近世包含層の下，GL-0.9ｍで灰白色砂

礫や浅黄色シルトの地山に至る。遺構検出面の標高

は，整地土上面での高さは北端で41.5ｍ，南端で

42.25ｍと北側がやや低くなっている。また整地土

除去後の地山上面の高さは41.3ｍとなる。

　遺構検出はまず整地土上面で行い，その後，北側

に広がる整地土下の様相を確認するため，一部地山まで断ち割りを行い，地山上面で遺構検出を

行った。検出した遺構は，整地土上面では土坑４基，地山上面では井戸１基である。

土坑８・９・10・11 調査区北半で検出した土坑である。土坑８〜10は直径0.5〜0.6ｍで，深

さ0.05〜0.15ｍである。埋土は上下二層に区分でき，上層は暗赤褐色細砂混じり粘質土，下層は

暗褐色細砂混じり粘質土である。ともに焼土と小礫が少量含まれる。土坑８からは宋銭が１枚出土

した。土坑11は東西1.0ｍ，南北0.7ｍの楕円形で，深さ0.4ｍである。埋土は暗褐色粘質土であ

る。上面には暗赤褐色細砂混じり粘質土がわずかに認められる。

整地土　調査区の北半に広がる整地土である。南から北へ向かう堆積で，概ね３〜４層に区分で

きる。上部になるほど固く締まる。遺物は含まれるが，大半が小片である。調査区の西端，中央，

断ち割り内にあたる東側の３ヶ所で南肩部の断面観察を行ったが，地山に対し緩やかな傾斜を確

認した所と掘り込むような急傾斜の所があり，礫や砂質の強い地山部分が緩やかな傾斜で，シルト

の地山部分が急傾斜である傾向がある。

室町時代

江戸時代

井戸17，整地土

土坑８・９・10・11

表10　遺構概要表（25次）
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１　10YR5/2 灰黄褐色粘質土（小礫まじり）【近世包含層】

２　7.5YR3/3 暗褐色粘質土（細砂少量含む）【土坑 11】

３　10YR4/2 灰黄褐色粘質土（黒褐色に見える・遺物あり）【整地土】

４　10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土（褐灰色粘質土ブロック含む）【整地土】

５　 10YR4/2 灰黄褐色粘質土（遺物含む・締まりあり）【整地土】

６　10YR6/4 にぶい黄橙色粘質土（シルトに近い・締まりあり）【整地土】

７　10YR5/3 にぶい黄褐色粘質土（小礫・細砂多く含む）【整地土】

８　10YR6/3 にぶい黄橙色粘質土（地山ブロック含む）【整地土】

９　10YR6/2 灰黄褐色細砂（締まりあり）【整地土】

10　10YR6/3 にぶい黄橙色粘質土（地山ブロック・細砂含む）【整地土】

11　10YR3/2 黒褐色粘質土（遺物含む）【整地土】

12　10YR4/2 灰黄褐色粘質土（小礫含む）【整地土】

13　10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土（少量の拳大礫・細砂含む）【整地土】

14　10YR5/2 灰黄褐色粘質土（少量の細砂・小礫含む）【整地土】

15 　2.5Y4/1 黄灰色粘質土（細砂・小礫含む） 【整地土】

16 　10YR5/2 灰黄褐色粘質土（細砂・小礫少し含む）【整地土】

17 　10YR4/2 灰黄褐色粘質土（地山ブロック点在）【整地土】

18　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（３～５㎝大の礫多く含む）【井戸 17 上層】

19　2.5Y6/2 灰黄色粘質土（締まりあり）【井戸 17 上層】

20　10YR6/1 褐灰色粘質土（細砂多く含む・下部に鉄分沈着があり）【井戸 17 上層】

21　10YR5/1 褐灰色粘質土（３～５㎝大の礫多く含む・締まりあり）【井戸 17 上層】

22　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（細砂多く含む・地山ブロック含む）【井戸 17 下層】

23　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（細砂多く含む・地山ブロック少し含む）【井戸 17 下層】

24　10YR6/2 灰黄褐色粘質土（細砂多く含む・地山ブロック少し含む・締まりややあり）

　　　　　　　　　　　　　　【井戸 17 下層】

25　2.5Y6/4 にぶい黄色シルト（細砂含む）【地山】

26　 2.5Y6/4 にぶい黄色シルト（２～３㎝大の礫含む）【地山】

27　 2.5Y6/3 にぶい黄色シルト【地山】

28　10YR4/2 灰黄褐色シルト（上部に小礫少し含む）【地山】

29　10YR4/2 灰黄褐色シルト（上部に小礫を含むが下部ほど含まれない）【地山】

30 　10YR4/2 灰黄褐色粘質土（小礫まじる・微砂多く含む）【地山】

31　2.5Y7/4 浅黄色シルト【地山】

32　10YR7/1 灰白色礫砂（1 ～ 3cm 大の礫が主）【地山】

33　10YR7/1 灰白色礫砂　（3 ～ 5cm 大の礫が主）【地山】

34　2.5Y6/4 にぶい黄色シルト【地山】

35　2.5Y7/4 浅黄色シルト【地山】

36　2.5Y6/4 にぶい黄色粘質シルト（粘性強い）【地山】

37　7.5YR6/4 にぶい橙色細砂（締まりあり）【地山】
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図95　25次　断面図２（１：50）
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井戸 17 整地土の様相確認のために設定した断ち割り内で検出した素掘りの井戸である。全体

が整地土により覆われており，整地土除去後，地山上面で検出した。検出径は3.0ｍ，深さは2.5

ｍまで掘り進めたが，安全を考慮し，これ以下の掘削は断念した。ただボーリングステッキにて下

層を確認したところ，１ｍ以上が埋土であることが分かり，井戸の深さは3.5ｍ以上と考えられる。

埋土は上下二層に区分でき，上層は灰黄褐色粘質土や褐灰色粘質土，下層は地山ブロックが少量混

じる灰黄褐色粘質土が主体となり，いずれにも小礫が多く混じる。上層は層厚が0.2〜0.3ｍほど

で締まりがあり，下層は層厚が0.5ｍほどで，特に砂礫が多く，締まりがない。埋土は整地土と類

似した堆積土であり，出土遺物に大きな時間差が認められないことから，廃棄後，すぐに埋め戻し

と整地が行われたと考えられる。

御影堂想定範囲の南辺中央部（27 次調査）

　基本層序は，アスファルト・現代盛土，旧耕土や床土の下，厚さ0.2〜0.45ｍの近世包含層を挟

み，GL-0.75〜1.1ｍで明黄褐色シルトや灰オリーブ色シルト，灰黄褐色砂礫の地山に至る。遺構

検出は，調査区南端の一部を近世包含層上面で行い，その後，地山上面で遺構検出を行った。地山

の標高は，北側で42.0ｍ，南側で42.1〜42.2ｍと南側がやや高い。確認した地山は，シルト（図

97・98‐33層），砂礫（図97・98‐34・35層），シルト（図97・98‐36層）と互層に堆積して

いる。南端部については，地山の誤認があったため，検出面を下位のシルトまで下げてしまった。

　検出した遺構は，近世包含層上面では礫層（礫層A），土坑３基（土坑20・25・28），数条の耕

作溝，地山上面では柱穴８基，土坑10基，落込み１基である。以下に遺構の概要を述べる。

柱穴４・５・６・８・10 調査区北側中央で検出した柱穴である。いずれも単層である。柱穴

４・５の埋土はにぶい黄褐色粘質土，柱穴６の埋土はにぶい黄褐色シルト，柱穴８・10の埋土は

黄褐色粘質土といずれも黄褐色がベースとなる。柱穴８は土坑１と接しているが断面観察では重

複関係は確認できなかった。柱穴４・６の深度は浅く，残りが悪い。柱穴５からは土師器皿の細片

がわずかに出土したが，時期の特定には至らなかった。

土坑１　調査区北東部で検出した土坑である。南北3.7ｍ以上，東西1.2ｍ以上の楕円形で調査

区東側へつづく。深さは1.6ｍである。埋土は上下二層に区分でき，上層は灰黄褐色小礫混り粘質

土，下層は灰黄褐色ブロック混り粘質土である。埋土からは近世陶磁器片に混り，土師器皿，瓦質

土器羽釡の口縁部の小片がわずかに出土した。

室町時代

江戸時代 土坑１・７・21～24・26・27・31・33

江戸時代後期以降 土坑20・25・28・礫層A

表11　遺構概要表（27次）
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土坑７　調査区北側中央で検出した土坑であ

る。東西0.8ｍ，南北0.9ｍの方形で，深さ0.55

ｍである。埋土は上下二層に区分でき，上層は

黄褐色シルト，下層は灰黄色細砂である。上層

から褐釉陶器甕の口縁部，下層からは土師器皿

などが出土した。

土坑 21・22・23・24　調査区南西部で検出

した土坑である。いずれも調査区西壁で確認し

たため，一部，調査区を拡張し平面を確認した

ものの全容は見えず，調査区西側につづく。土

坑21は，東西0.8ｍ以上，南北1.45ｍ，深さ

0.65ｍである。埋土はにぶい黄褐色粘質土であ

る。土坑22は，東西1.5ｍ以上，南北1.2ｍ，深

さ0.75ｍである。埋土はにぶい黄褐色粘質土

で，下層から陶磁器片とともに山科本願寺期の

土師器皿と信楽焼の擂鉢などが出土した。土坑

21・22は平面検出時，重複関係が認められた。

土坑23は，東西0.1ｍ以上，南北1.05ｍ以上，

深さ0.4ｍである。埋土は暗灰黄色の拳大の礫

が混じる粘質土である。土坑24は，東西1.6ｍ

以上，南北0.6ｍ以上，深さ0.7ｍである。埋土

は灰黄褐色粘質土である。いずれも単層で，埋

土には小礫が混じり，やや締まりがない。平面

検出で重複関係はあるが，これらに大きな時期

差はないと思われる。

土坑 26・27　調査区中央部東側で検出した

土坑である。土坑26は，東西0.15ｍ以上，南

北0.65ｍ以上，深さ0.4ｍである。埋土はにぶ

い黄褐色粘質土である。土坑27は一部，調査区

を拡張し平面を確認した。東西0.6ｍ以上，南

北1.25ｍ以上，深さ0.45ｍである。埋土はに

ぶい黄褐色粘質土である。いずれも単層で，埋

土には小礫が混じり，やや締まりがない。

土坑 31・33　調査区中央部で検出した土坑

である。土坑31は，東西0.75ｍ以上，南北 図96　27次　平面図（１：100）
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図100　25・27次　調査平面図（1：300）
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　（10YR4/4 褐色粘質土ブロック入る）

1　2.5Y5/4 黄褐色シルト

2　2.5Y6/2 灰黄色細砂

2.5Y5/3 黄褐色粘質土
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２ｍ０

10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土2.5Y5/4 黄褐色シルト
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E EW W

図99　27次　各遺構断面図（１：50）
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1.65ｍ以上である。埋土はにぶい黄褐色粘質土である。土坑33は，東西0.55ｍ以上，南北1.25

ｍ以上である。埋土はにぶい黄褐色粘質土である。共に調査区内に収まらないものの，不定形の土

坑である。土坑21や24，27などに埋土の様子が近い。

土坑 20・25・28　調査区南端で検出した土坑である。重複しており，平面形は不明である。い

ずれも江戸時代後半以降の遺物を含む。層の重複関係から，土坑25は土坑20や土坑28より新し

いが，土坑20と28の重複関係は不明である。

２．遺　物
遺物は４か年の調査で合わせて12箱出土した。宗主空間北側の遺物量が多く，御影堂想定地で

の遺物量は少ない。また全調査区を通して，山科本願寺廃絶後の近世以降の遺物が多く認められ

る。出土した遺物のうち，主要な157点を以下に報告する。また27次調査については，令和３年

度に調査を実施した為，本報告以外の報告はない。

（１）宗主空間北側（23次駐車場部分）
　土坑42を主に整理箱に６箱の遺物が出土した。大半は土器・陶磁器であり，瓦や塼なども少量

出土している。古い時代でいえば，縄文土器片や弥生土器片が少量確認できるが，山科本願寺期の

遺物が大半を占めている。遺物は土坑42でまとまって出土している以外は点数が少なく，小片が

多い。以下では遺構に伴うもの，かつ図化できたものを中心に報告する。

整地土（１～９）　整地土からは土師器が出土している。１～４は土師器皿である。口径は9.3～

9.5㎝の小皿と口径14.6㎝の大皿がある。底部と体部の境が不明瞭で，口縁部は直線的に開く。３

の口縁部には煤が付着しており，灯明皿として使用されていたと考えられる。５・６は瓦質土器で

ある。５は鉢で直線的に立ち上がり，端部は短く外反する。外面には唐草文のスタンプが施されて

いる。６は風炉である。７は青磁椀，８は常滑焼の甕の口縁部である。９は塼である。縦9.0㎝以

上，横7.6㎝以上，厚み2.8㎝である。10A期に帰属すると考えられる。

表12　遺物概要表（23次）
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土坑１（10）　10は陶器の瓶の肩部である。厚みは0.4～0.5ｍと薄く，非常に硬く焼き締まる。

胎土は灰褐色である。韓半島からの輸入陶器の可能性がある。

土坑２（11・12）　11・12は土師器皿である。11の口径は10.8㎝，12の口径は12.8㎝であり，

口縁が緩やかに外反する。端部にはナデによる段が認められる。10A期に帰属する。

土坑３（13）　13は瀬戸美濃の天目茶椀である。

柱穴 35（14）　14は白磁椀である。口縁部内面に櫛描が施される。

平面精査時（15）　瀬戸美濃の香炉である。口径は6.2㎝，器高は3.0㎝。底部には３か所の小さ

な脚がつく。

下層落込み（16 ～ 18）　16は縄文土器，17・18は弥生土器である。17は甕の口縁部で受け口

状になる。18は甕の底部である。底部外面中央部はやや凹み，内外面にハケ痕跡が残る。

土坑 42（19 ～ 68）　土師器皿と判別できた破片数は1226点，このうち大皿が113点，中皿が

570点，小皿が543点に区分できる。いずれの法量にも灯明皿は確認できたが，特に小皿の使用割

合が多い。また底部を押し上げるいわゆる「ヘソ皿」は破片を少量確認したのみである。この計測

を基に法量傾向を表すことができ，かつ図化できるものを抽出した。

19～56は土師器皿である。口径が8.8～10.0㎝，10.8～13.7㎝，14.8～17.0㎝の分布に区分

できる。いわゆる白色系であるが，火を受けたのか黒色のものがある（21・30）。基本的に口縁部

に一段ナデを施し外反する。中～大皿では底部と体部の境が明瞭で，口縁端部は外反するが，概ね

直線的に開く。見込み部外側には口縁部成形時のナデによるかすかな盛り上がりが確認でき（36

～39・42・45～47・49・51～56），また灯明皿として使用されていたものも確認できる（19・

31・33・34・40～43・45・47・48・50・55）。57～60はミニュチュア土器である。57は土

師器皿，58は鉢，59は高杯である。58の内面には３条の条線が確認でき，鉢ではなく，摺鉢の可

能性がある。61は瓦質土器の瓦灯の蓋の頂部である。中央部は直径１㎜程度の空洞になっている。

62は輸入陶器の片口の甕である。口縁部は粘土を継ぎ足し，端部上面に広めの平坦面を施す。底

1

2

3

4

5

6

7

8 9

10

11

12

13
14 15

16

17

18

１～９：整地土（北壁10層）
10：土坑１
11・12：土坑２
13：土坑３
14：柱穴35
15：平面精査時
16～18：下層落込み

０ 10cm

図101　23次　出土遺物１（１：４）
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部内面時は二枚貝を使用した貝目積み痕跡が３か所確認でき，表面には小さな火ぶくれが認めら

れる。63は備前焼の擂鉢口縁部，64・65は信楽焼摺鉢である。64は内面に４条の摺目が施され，

下部は使用による磨滅痕が確認できる。66～68は塼である。66は縦8.0㎝以上，横13.5㎝以上，

図102　23次　出土遺物２（１：４）

20 21 22 23

24 25 26 27 28

29 30 31 32 33

34 35 36 37 38

39 40 41 42 43

44 45 46 47
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55 56
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厚さ2.9㎝，67は縦17.0㎝以上，横10.2㎝以上，厚さ2.8㎝，68は縦16.4㎝以上，横13.0㎝以

上，厚さ2.8㎝である。いずれの土器にも，炭化物などで汚れた痕跡や二次焼成の痕跡はみとめら

れなかったため，何らかの廃棄に伴う一群と想定できる。10A期に帰属すると考えられる。このほ

か，平瓦や焼土片，巻貝，鉄滓，金属製品も出土している。金属製品の種別は，釘や小刀の刃など

であるが，細片で図化するには至らない。このうち折り曲げた後に切断したような痕跡が認められ

るものもある。

（２）現存土塁（23次測量部分・24次調査）
　23次および24次調査で行った土塁部分より出土した遺物に

ついて報告する。

23次土塁（西壁 12 層）（69 ～ 74）　69～73は土師器皿で，い

ずれも白色系である。全体を知れるものは少ないが，いずれも器

高が2㎝以上であることから，小皿とは考えにくい。74は瓦質土

器浅鉢の口縁部である。口縁部はナデにより丸く仕上げ，内面に

はミガキを施す。10A期に帰属すると考えられる。

　24次調査の出土遺物の多くは，濠を埋め立てた際の近代造成

土からカルピスや牛乳の瓶，ティーカップなどが出土している。

この他，崩れた土塁構築土中（図88・89‐16層）から数点の遺

物を確認したので，小片ながら，図化を試みた（図104・表13）。

　75・76は土師器皿，77は焼締陶器の壺の底部である。いずれ

も細片であるが，10A期に帰属すると考えられる。

（３）御影堂想定範囲（25・27次調査）
　25次‐土坑11や25次‐井戸17，27次‐土坑７や27次‐土坑22を中心に整理箱４箱分の遺

物が出土した（表14・15）。大半は土器・陶磁器であり，瓦なども少量出土している。またいずれ

も小片であるが，特に遺構に伴ない，図化できたものを中心に報告する。

　25 次‐土坑８（78・79）　78は土師器皿の口縁部である。79は治平通宝である。直径2.4㎝。篆

書体で銘が施される。

75 76

77

０ 10cm

　図104　24次　出土遺物（１：４）

表13　遺物概要表（24次）

70

71 72

73

74

69

０ 10cm 19～68：土坑42
69～74：土塁（西壁12層）

21

22 23

24 25

26

　図103　23次　出土遺物３（１：４）
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122～126 ：井戸17上層（18～21層）
127・128   ：井戸17下層（22～24層）

78・79  　  ：土坑８
80・81　　：土坑９
82～110　：土坑11

111～117  ：平面精査時
118～120  ：11層（整地土）
121             ：12層（整地土）

０ 10cm

０ ５cm

78

79

80

81

82
83 84

85 86 87

88 89 90

91 92 93

94 95 96 97

98 99 100 101 102
103

104 105 106

107 108

109

110

111 112 113 114
115

116 117

118

119

120

121

122

124

123

125

126

127

128

図105　25次　出土遺物（１：４，79・109のみ１：２）

表14　遺物概要表（25次）
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　25 次‐土坑９（80・81）　80・81は土師器皿である。80は口縁部は直線的に立ち上がり，端部

は丸く収める。底部内面に口縁部のナデによるかすかな盛り上がりが確認できる。81は口縁部は

外反し，端部はややつまみ上げる。

　25 次‐土坑 11（82 ～ 110）　82〜106は土師器皿である。破片が多く，口径を復元できたもの

は少ない。口径が復元できたものの中では，大きく小・中・大の３法量にまとまりがあるものの，

法量の分化が認められる。口径は8.2〜10.8㎝の小皿（82〜90），11.6〜12.2㎝の中皿（91〜

93），14.0㎝の大皿（94）である。小皿は底部と口縁部の境が不明瞭で，端部は外反気味に開く。

端部は丸く仕上げるものが多い。中皿と大皿は，底部と口縁部の境が明瞭で，口縁部は直線的に開

く。端部は，ナデ痕跡が明瞭に残る。この他，破片ではあるが図化できたものは，底部中央を上に

押し上げた「へそ皿」と呼ばれるもの（95），口縁端部がややつまみ上げられるもの（97），直線

的に開く口縁端部（102・103），および底部内面に口縁部のナデによるかすかな盛り上がりが確

認できるもの（105・106）などがある。出土した土師器皿は738点確認できたが破片が多く，法

量推定が困難なものが76％を占め，この他，判別可能なものとしては，小皿が５％，中皿が7.5%，

大皿が11.5%を占める。107は炮烙である。108は信楽焼の擂鉢の底部である。内面に4条一単位

の摺目が施される。109は銭である。1/4程しか残存しておらず，銘も確認できない。110は飾り

金具である。

25 次‐整地土（平面精査時）（111 ～ 117）　111〜115は土師器皿である。いずれも破片で，口

径が分かるものは少ない。111〜114は小皿で，口縁部は外反し，端部は丸く収める。115は大皿

で，底部内面に口縁部のナデによるかすかな盛り上がりが確認できる。116・117は平瓦片であ

る。摩滅はしているものの，かろうじて布目が確認できる。

25 次‐整地土（11 層）（118 ～ 120）　118・119は土師器皿である。口径は10.0〜10.6㎝で，

ともに小皿である。119は口縁部が外反し，端部にナデを施す。底部には放射状の圧痕が６か所確

認できる。口縁端部に煤が付着しており，灯明皿と考えられる。120は瓦質土器の浅鉢の口縁部で

ある。

25 次‐整地土（12 層）　121は土師器皿である。口縁部は直線的に立ち上がり，底部内面に口縁

部のナデによるかすかな盛り上がりが確認できる。

25 次‐井戸 17（122 ～ 128）　122〜126は上層，127・128は下層から出土した。122〜125

表15　遺物概要表（27次）

※なお，２次調査報告分（２点）を含めると，Aランクは２箱（31点），コンテナ箱数は３箱になる。
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０ 10cm

129～137 ：礫A層
138～140 ：10層（近世包含層）
141・142   ：土坑25

143～147：土坑７（下層）
148　　   ：土坑７（上層）
149～157：土坑22
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図106　27次　出土遺物（１：４）
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は土師器皿である。122の口縁端部には煤が付着し，灯明皿と考えられる。125の底部内面に口縁

部のナデによるかすかな盛り上がりが確認できる。126は青磁椀，127・128は信楽焼の鉢であ

る。10A期に帰属すると考えられる。

27 次‐礫 A（129 ～ 137）　129〜133は染付の椀である。130・131は広東椀で，131の内面見

込みには「寿」を崩した文が施される。132・133は小椀で，133の内面見込みには，コンニャク

印判と思われる五弁花文が施される。134・135は染付の皿である。136は施釉陶器の壺の口縁部

である。全体に褐色の釉薬が施される。137は土師器の火鉢である。いずれも18世紀後半から19

世紀前半頃のものと考えられる。

　27 次‐10 層　近世包含層（138 ～ 140）　138・139は染付椀である。138は広東椀で見込み内

面に五弁花文を施す。140は施釉陶器の椀である。外面に灰白色の釉薬が施される。いずれも18世

紀後半から19世紀前半頃のものと考えられる。

　27 次‐土坑 25（141・142）　141は染付小椀である。142は施釉陶器の壺の口縁部である。暗

褐色の釉薬が施される。いずれも18世紀後半から19世紀前半頃のものと考えられる。

　27 次‐土坑７（143 ～ 148）　143〜147は下層，148は上層から出土している。143〜147は

土師器皿である。いずれも破片で，口径が分かるものは少ない。143の口径は10.9㎝，器高1.9㎝

と小皿である。144の口径13.0㎝，器高1.9㎝で中皿，145〜147は大皿と考えられ，底部内面に

口縁部のナデによるかすかな盛り上がりが確認できる。これらは10A期に帰属すると考えられる。

148は施釉陶器の壺である。口縁部を波状に施し，全体に褐色の釉薬を施す。18世紀後半から19

世紀前半頃のものと考えられる。

　27 次‐土坑 22（149 ～ 157）　149〜154は土師器皿である。149は小皿，151は中皿，150・

152〜154は大皿である。149の口径は9.8㎝，器高1.8㎝，151の口径は11.2㎝，器高2.2㎝，

152の口径は12.8㎝，器高は1.6㎝，153の口径は14.0㎝，器高は1.7㎝である。151・152・154

の見込みには，底部内面に口縁部のナデによるかすかな盛り上がりが確認できる。155は備前焼の

摺鉢である。８条一単位の摺目が４か所確認でき，12か所に施されていたと想定できる。156は信

楽焼の摺鉢である。４条一単位の摺目が３か所確認できる。６か所に施されていたと想定できる。

これらは10A期に帰属すると考えられる。157は染付椀の口縁部である。18世紀後半から19世紀

前半頃のものと考えられる。

　御影堂想定地内（25・27次調査）の出土遺物の大半が10Aに帰属すると考えられ，また二次焼

成を受けた痕跡は認められなかった。このことから，山科本願寺が焼き討ちされる以前の様子を示

す遺物と考えられる。なお，明らかに９C期と考えられる遺物は確認できず，造営当初を示す遺物

は認められなかった。
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３．まとめ

平成30年から令和３年にかけて行った23〜25・27次調査では，御本寺の北西部を対象に，土

塁（23・24次）及びその内側（24次），現在の御影堂想定範囲（25・27次）の調査を行った。

　焼土について

　23次調査では，16〜21次調査で確認されているような土塁の内溝や焼亡時の火災痕跡の検出を

想定していた。しかし焼亡時と想定できる焼土層は確認できず，また土塁内溝の想定位置では内溝

ではなく東西方向の柵，土塁の裾に想定できる範囲では山科本願寺期の土坑と整地土と考えられる

土層を確認し，調査区の大半で厚い近世以降の包含層を確認した。25・27次調査でも焼亡時と想

定できる焼土層は確認できず，厚い近世以降の包含層を確認した。この包含層についてはこれまで

の調査（16・17・18次）でも確認されており，山科本願寺廃絶後の様相を示すものとして取り上

げられ22），焼土面を含む山科本願寺期の遺構面が良好に遺存している傾向があったが，今回の調査

区内では，周辺調査同様に，近世以降の整地土直下で山科本願寺期の遺構を確認したものの，焼土

や炭化物などは確認できなかった。このため，近世以降に削平をうけたものと考えている23）。しか

し，いずれの調査でも確認されているような遺構埋土に焼土や炭化物が顕著に混じる状況も確認で

きなかった。このため，調査地内で火災が起こっていない可能性を考慮すると，天文元年（1532）

の焼き討ち時，御本寺内のすべてが焼き払われたのではない，もしくは，火災痕跡が残るほどの焼

土や炭化物が生じるような構造物が対象地内に存在しなかった，ということも考えられる。

　土塁について

　23・24次調査では，奥田家北側土塁で御本寺の北西隅の北辺部の調査を行い，土塁の形状およ

び断面観察による構造を確認した。土塁の規模は，幅17〜18ｍ，高さ4.55〜5.0ｍ，頂部には1.8

〜2.5ｍの平坦面をもつ。外側の傾斜角度は35〜36度，内側は53〜54度である。主軸は約10度，

北に振る。土塁下層の地山は砂礫またはシルトである。調査では一部地山まで確認した。その範囲

内では，地山を掘りくぼめることなく構築土を積み上げる。23次東壁断面30〜32層（図85-30〜

32）は核と思われる。中世における土塁構築でみられる一般的な核は，土塁の中心からやや外側に

つくられ，核の内側に土を互層になるように積みあげるものが多く，今回の調査でも同じ様相を確

認した。また造成時期については，23次調査の土坑42と整地土の重複関係から推測できる。土坑

42は地山上面に形成され，埋没後に，整地土で覆われていること，またこの整地土上面でピットが

成立することを確認している。この重複関係から，土坑42の形成→土坑42の廃絶→上面を整地→

柱穴や土塁などの形成という遺構変遷が想定できる。すなわち土塁の成立時期は，土坑42廃絶以

降かつ土塁埋土出土の遺物が示す時期と想定できる。土坑42および土塁構築土出土土器群は，10A

期と考えられる。現状の研究では，概ね1500年から1532年の年代観であり，焼亡以前の約30年

間に収まるものと考えられる。このほか，23次調査で土塁の断面観察を行なった結果，小片ではあ

るが遺物が確認できた。土塁出土土器群はいずれも10A期と想定でき，御本寺をめぐる土塁が10A

期には完成していたものと考えられる。よって，土坑埋没から整地，柱穴及び土塁形成時期が概ね
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1500年から1532年の焼亡以前の約30年の間に想定することができる。これまでも土塁の規模や

時期についての検討は行われており，山科本願寺造営当初に土塁が存在しなかったことや，現在の

形状になったのが永正年間（1504〜1521）ではないかとの指摘24）がある。今回の調査では，土

塁裾想定位置で土坑42を，かつ上面で整地土を確認していることから，現在の土塁の様相になっ

た時期については，1500年前後以降と考えられ，これまでの見解と矛盾しない成果となった。

　主要堂舎について（遺構配置について）

　これまでの調査で，本願寺門主の私的空間である「宗主空間」内の様相は少しづつ明らかになっ

ているが，御影堂や阿弥陀堂などの痕跡は確認できていない。今回の25・27次調査では御影堂想

定地内での発掘調査を行ったが，当初目的としていた御影堂に直接関わる建物の柱跡などは確認で

きなかった。しかし，山科本願寺期の土坑や井戸のほか，北側に非常に固く締まった整地土，南側

に安定した地盤を確認した。特に土層観察から，25次調査の井戸17は廃絶直後に埋め戻され，南

側の安定した地盤の高さ（41.5ｍ）まで整地が行われたことがわかった。また出土した土器の年代

から，整地した時期は山科本願寺の焼き討ち前と考えられ，寺の維持管理の一環として，計画的か

つ大規模な寺内造成が行われていたことがうかがえる。また27次調査では，近世以降の土坑群が

多数確認できるが山科本願寺期に遡る遺構は確認できず，また土坑22から近世遺物とともに山科

本願寺期の遺物がいくつか確認できる程度である。このように，今回の調査範囲内では山科本願寺

期の遺構密度が希薄であり，御影堂想定範囲の南側では特にその傾向が強い。

　また確認した井戸（SE17）は，御本寺内で確認した井戸では６例目となり，最も北に位置し，か

つ，標高の高い場所にある25）。このあたりは扇状地に位置しているため，これまでの調査でも井戸

の深度は３ｍ以上と深く，地下水位が低い場所である。今回の調査でも深度が3.5ｍ以上と深く，

底を確認することはできなかった。このような場所に井戸が配置されていることから，付近に水を

必要とする施設が存在した可能性が考えられる。調査対象地が現状，御影堂想定地範囲にあたるこ

とから，井戸の性格については，今後十分に検討する必要がある。

　御影堂は本願寺にとって重要な施設であり，山科本願寺の造営直後に建立が始まっている。建て

直しの記述などは認められず，焼き討ちまで存在したといえる。堂の規模は明らかではないが，少

なくとも七間以上で，またこれに見合うような広い外陣や施設があったとされている26）。そのた

め，少なくとも山科本願寺期の井戸やその上面に行われた整地が確認できた範囲には，造営当初に

建てられたとされる御影堂を想定することはできない。後世に削平された可能性は否定しきれない

が，周辺の調査地よりはるかに遺構密度が低いことから，25・27次調査地の辺りは，主要堂舎の

周囲の空閑地として利用されていた可能性が考えられ，近接した場所に御影堂の存在を想定するこ

とが可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奥井 智子）

註

22）「Ⅳ‐4　山科本願寺跡　№88・89」『京都市内遺跡試掘調査報告書　平成19年度』京都市文化市民局，

2008。柏田有香「山科本願寺跡」『京都市内遺跡発掘調査報告　平成24年度』京都市文化市民局，

2013。
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23） 現状，調査対象地内には焼土が広がっていることを想定して調査を行っている。これは，天文元年

（1532）の焼き討ち時の様子を記録した多数の文献から想定できるところである。また堂舎のすべて

が焼却なのか破却なのかについては，祖像が土中に埋め隠されたとの記録が残ることから，焼却の可

能性が高いと考えている。祖像を地中に隠さなければならないということは，行われた「焼き討ち」

が，宗教性の象徴を叩くために，主要堂舎や仏像を焼く行為にまで及んでいたと想定でき，御影堂や

阿弥陀堂などの主要堂舎も焼き払われたと考えられるためである。（稙田誠「寺院中核焼き討ち考‐心

性史からのアプローチ‐」『日本宗教文化史研究』第24巻第１号　日本宗教文化史学会，2020。）

24）　草野顕之「創建時山科本願寺の堂舎と土塁について」『中世の寺院体制と社会』吉川弘文館，2002。

　　　柏田有香「山科本願寺跡」『京都市内遺跡発掘調査報告　平成24年度』京都市文化市民局，2013。

25） 現状，御本寺内での報告事例は７例確認できる。このうち14次調査の庭園関連の２基の井戸は溜井と

想定され，湧水層に達する井戸は５例となり，今回が６例目となる。以下に，北から順に事例の概要

と出典を示す。この他，15次調査（表１‐24）の第３トレンチにて，直径１ｍの素掘り井戸が１基

（井戸27），確認されている。深さは２ｍ以上とのこと。ただ未報告資料で，時期など詳細は明らかで

なく，山科本願寺期の遺構か判別できないため，今回は除外する。

　事例概要
　①18次調査SE3020：直径1.9ｍ，深さ４ｍ以上。底は確認できず。石組が確認できる。炊事関係と推測

される。

　②18次調査SE3080：直径約３ｍ，深さ４ｍ以上。底は確認できず。石は確認できず，抜き取られたと 

考えられる。風呂関連遺構の構成要素とされる。

　③14次調査井戸27 ：一辺約１ｍの方形石組井戸。深さは0.7ｍと浅く，そこに粘土が貼っていたことか

ら，溜井と推測されている。庭園に関連するものの可能性が指摘されている。

　④14次調査井戸10 ：一辺約１ｍの方形石組井戸。深さ0.5ｍと浅く，木枠が組まれていた可能性が高い。

溜井と推測されている。庭園に関連するものの可能性が指摘されている。

　⑤10次調査井戸71：直径2.8ｍの円形井戸。深さ３ｍで石組の一部が確認できた。石はほぼ抜き取られ

ているが，石組井戸と考えられる。

　⑥６次調査井戸　　：直径２ｍの円形井戸。2区にて確認。平面図のみの報告のため，詳細不明。

　⑦７次調査井戸　　：深さ４ｍの石組井戸。最下層には枠組みの板材が確認できたことから，井戸底には

円形の木枠が据えられていたものと考えられている。近接地に鍛冶場が想定されて

おり，金属生産に関係すると推測されている。底を確認している。

　出典

　①・②：「山科本願寺跡」『京都市内遺跡発掘調査報告　平成24年度』京都市文化市民局，2013。
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1999。

26） 櫻井敏雄「第二節　山科本願寺の宇堂とその類型」『浄土真宗寺院の建築史的研究』法政大学出版局，
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